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明
治
前
期
の
養
子
反
封
論

手

塚

豊

　
十
籔
年
前
、
青
山
道
夫
教
授
が
獲
表
さ
れ
た
「
我
國
に
於
け
る
養
子
反
封
論

　
　
　
〔
1
）

に
つ
い
て
」
は
、
こ
の
分
野
に
關
す
る
綜
合
的
研
究
の
嗜
矢
で
あ
り
、
現
在
で

も
家
族
制
度
關
係
の
諸
論
考
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。
教
授
の
考
察
は

徳
川
時
代
の
異
姓
養
子
反
封
論
と
明
治
初
期
の
養
子
制
度
反
封
論
の
二
方
面
に

わ
た
つ
て
い
る
が
、
殊
に
後
者
に
つ
い
て
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
唯
一
の
研
究

で
あ
つ
て
他
に
類
例
を
み
な
い
。
當
時
の
養
子
制
度
反
封
論
に
つ
い
て
教
授
が

引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
次
の
三
資
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
、

　
e
　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
養
子
反
封
論
　
　
明
治
文
化
全
集
第
八
雀

　
⇔
　
小
野
梓
の
養
子
反
封
論
　
　
同
著
「
民
法
之
骨
」
　
（
明
治
一
七
年
）

　
㊧
　
谷
山
直
太
郎
及
び
光
明
寺
三
郎
の
養
子
反
封
論
　
　
明
法
難
誌
第
二

　
　
二
・
二
三
號
（
明
治
一
九
年
）

　
こ
れ
ら
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
教
授
は
「
明
治
の
交
物
百
般
が
所
謂
西
洋
開

化
の
流
れ
に
漕
ふ
て
著
し
ぎ
饗
展
を
途
げ
た
中
に
あ
つ
て
、
最
も
保
守
的
で
あ

つ
た
の
は
法
制
度
就
中
親
族
制
度
で
あ
つ
た
。
か
く
し
て
常
時
の
養
子
塵
止
論

は
保
守
的
な
封
建
的
な
叉
家
長
的
族
制
か
ら
個
人
か
解
放
せ
ん
と
す
る
欲
求
の

一
つ
の
現
れ
と
解
す
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
り
、
從
つ
て
是
等
が
自
由
民
権
論

明
治
前
期
の
養
子
反
封
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

者
に
よ
つ
て
主
張
せ
ら
れ
た
こ
と
も
亦
故
な
き
で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
「
幾
念

な
こ
と
に
は
私
の
有
す
る
資
料
は
甚
だ
貧
弱
で
、
か
か
る
思
想
が
當
時
の
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

的
思
潮
と
理
解
す
べ
ぎ
か
に
つ
い
て
は
断
定
を
下
」
得
ぬ
所
で
あ
る
」
と
嘆
か

れ
て
い
る
。
資
料
の
貧
霧
云
々
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
當
時
の
明
治
民
法
史

研
究
の
一
般
的
水
準
か
ら
み
て
止
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
と
し

て
は
む
し
ろ
現
行
法
學
者
で
あ
ら
れ
る
教
授
が
、
こ
の
よ
う
な
分
野
に
ま
で
開

拓
の
第
一
歩
を
印
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
封
し
、
ふ
か
い
敬
意
を
表
さ
ず
に
は

お
ら
れ
な
い
。

　
本
稿
は
こ
う
し
た
青
山
教
授
の
騨
尾
に
附
し
て
、
明
治
前
期
す
な
わ
ち
明
治

民
法
施
行
以
前
に
お
け
る
若
干
の
養
子
反
封
論
を
紹
介
し
、
併
せ
て
教
授
が
前

揚
資
料
に
加
え
ら
れ
た
考
誰
に
到
し
二
、
三
の
補
正
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
教
授
の
先
駆
的
業
績
に
な
に
も
の
か
を
附
け
加
え
う
る
な
ら
ば
、
私
と

し
て
は
望
外
の
幸
で
あ
る
。

O

明
治
維
新
後
、
養
子
養
女
の
禁
止
が
裸
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
管
見
の
及
ぶ

四
九

（
三
〇
三
）



明
治
前
期
の
養
子
反
封
論

限
り
に
お
い
て
次
の
伺
・
指
令
が
最
初
で
あ
る
。

　
　
　
　
養
子
養
女
禁
止
之
儀
二
付
伺

　
　
先
般
人
身
費
買
之
禁
被
仰
出
年
來
漕
襲
之
弊
脅
一
洗
二
相
成
リ
實
二
暁
世

　
之
美
事
二
有
之
候
庭
目
下
養
子
養
女
ノ
名
目
ヲ
存
候
ヨ
リ
家
業
ノ
錯
雑
血
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
か
ソ

　
之
棄
鼠
ヲ
招
キ
名
義
二
於
而
如
何
可
有
之
候
哉
所
系
ノ
義
ハ
各
國
於
テ
モ
各

　
民
ヲ
重
シ
已
二
民
法
上
二
相
渡
リ
候
義
不
少
且
ツ
是
迄
之
通
ニ
シ
テ
差
置
候

　
テ
ハ
自
然
費
買
ノ
禁
ヲ
犯
シ
候
檬
之
儀
相
生
シ
裁
到
上
二
於
而
モ
甚
タ
不
都

　
合
二
渉
可
申
候
間
至
急
一
般
御
禁
止
二
相
成
度
傍
而
御
布
告
案
相
添
此
段
相

　
伺
候
也

　
　
　
　
　
明
治
六
年
一
月
十
六
日
　
　
長
　
次
官

　
　
正
院
御
中

　
一
　
御
布
告
案

　
　
　
　
華
士
族
耶
民
共
養
子
養
女
之
儀
自
今
一
切
被
禁
止
候
事

　
　
　
　
　
但
シ
女
子
有
之
他
家
之
男
子
ヲ
入
レ
テ
婿
ト
ス
ル
カ
或
ハ
男
女
之

　
　
　
　
　
内
其
家
血
統
之
者
ヲ
養
テ
子
ト
ス
ル
カ
如
キ
ハ
不
苦
候
事

　
一
　
指
令
　
伺
之
趣
不
被
及
御
沙
汰
候
事

　
　
　
　
　
明
治
六
年
一
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
ロ

　
こ
の
伺
・
指
令
は
か
つ
て
田
邊
忠
男
氏
が
紹
介
さ
れ
だ
も
の
で
あ
る
が
、
私

は
遺
憾
な
が
ら
そ
れ
を
掲
載
す
る
原
史
料
を
見
出
し
え
な
い
。
お
そ
ら
く
司
法

省
か
ら
の
伺
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
六
年
一
月
當
時
の
「
長
」
す
な
わ
ち
卿
は

江
藤
新
牢
、
「
次
官
」
す
な
わ
ち
大
輔
は
福
岡
孝
悌
で
あ
つ
た
。
有
名
な
「
娼
妓

解
放
令
』
の
護
布
ば
前
年
の
こ
と
で
あ
る
が
（
醐
飴
班
餌
針
舗
二
）
、
同
法
の
施
行
を

宗
．
め
た
司
法
省
の
塗
は
藝
娼
妓
の
た
め
の
養
女
を
「
入
身
壷
買
」
と
臨
じ
「
今

後
可
及
嚴
重
ノ
所
置
事
」
（
朋
癖
叶
）
と
令
し
て
い
た
。
そ
の
後
三
力
目
、
司
法
省

五
〇

（
三
〇
四
）

は
さ
ら
に
す
す
ん
で
人
身
費
買
を
絶
滅
す
る
た
め
一
切
の
養
子
養
女
を
原
則
と

し
て
禁
止
し
、
例
外
と
し
て
「
他
家
ノ
男
子
ヲ
入
レ
テ
婿
」
と
す
る
場
合
と

「
其
家
血
統
之
者
ヲ
養
テ
子
ト
ス
ル
」
場
合
だ
け
を
認
め
よ
う
と
企
圖
し
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
を
婿
養
子
お
よ
び
普
通
養
子
と
い
わ
な
い
で
、
ど

ん
な
呼
稻
を
用
い
よ
う
と
し
た
の
か
、
こ
の
融
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
よ
う

な
司
法
省
の
企
圖
は
養
子
縁
組
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
い

わ
ゆ
る
「
奴
隷
制
養
子
」
に
封
し
て
英
漸
的
庭
置
を
探
ら
ん
と
し
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

り
、
ぎ
わ
め
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
養
子
欄
度
そ
の
も
の
の
適
否
を
正
面
か
ら
把
え
、
本
格
的
な
反
到
論
が
展
開

さ
れ
た
の
は
、
明
治
九
年
東
京
に
お
け
る
二
、
三
の
新
聞
の
論
読
欄
に
あ
ら
わ

れ
た
諭
畢
が
も
つ
と
も
早
い
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
論
雫
は
明
治
九
年

二
月
四
日
の
東
京
日
日
新
聞
が
、
そ
の
論
読
と
し
て
次
の
よ
う
な
養
子
反
野
論

を
揚
げ
た
こ
と
に
端
を
稜
す
る
。

　
　
養
子
ノ
習
慣
ハ
最
早
コ
レ
ヲ
禁
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ズ
士
民
ノ
別
ヲ
論
セ
ス
日

　
本
人
民
が
濁
立
ノ
期
望
三
乏
シ
ク
勉
強
ノ
精
紳
二
敏
ク
所
ア
ル
ハ
其
根
源
ヲ

　
討
究
ス
レ
バ
男
統
ヲ
シ
テ
家
名
ヲ
相
績
セ
シ
ム
ル
ニ
起
リ
其
鹸
習
ハ
途
二
養

　
子
ヲ
公
認
ス
ル
ニ
至
レ
リ
此
風
ヤ
武
家
ノ
制
度
二
始
マ
ル
ト
雅
モ
習
慣
ノ
久

　
シ
キ
印
ハ
チ
日
本
人
民
ノ
頭
脳
上
二
於
テ
第
ニ
ノ
天
性
ト
成
リ
其
ノ
凝
結
ハ

　
中
々
ニ
シ
テ
之
ヲ
破
却
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
ノ
駄
ヲ
爲
セ
リ

　
古
代
日
本
は
か
な
ら
ず
し
も
「
男
統
相
績
」
で
は
な
か
つ
た
が
、
鎌
倉
幕
府

の
頃
か
ら
武
士
の
制
度
と
し
て
「
男
統
相
績
」
が
固
定
し
、
男
子
相
績
人
を
得

る
た
め
の
養
子
が
多
く
な
り
、
徳
川
中
期
以
降
途
に
「
男
統
相
綾
ト
養
子
相
績

ト
ハ
武
門
封
建
政
治
ノ
典
章
ト
確
定
シ
タ
ル
也
」
と
闘
定
し
、

　
　
男
統
ト
養
子
ト
ハ
斯
ノ
如
キ
關
係
ヲ
有
シ
道
理
ア
ラ
ザ
ル
以
上
ハ
分
家
分



流
ヲ
許
サ
ザ
ル
ガ
爲
二
家
督
ハ
邸
ハ
チ
嫡
子
相
績
ト
ナ
リ
次
三
男
以
下
ハ
他

家
ノ
養
子
ト
ナ
ル
カ
或
ハ
一
生
父
兄
ノ
厄
介
タ
ル
カ
ノ
ニ
檬
二
族
ラ
ザ
レ
バ

更
二
活
路
ヲ
得
ル
所
ナ
シ
（
中
略
）

　
斯
ク
ノ
如
キ
制
度
タ
リ
シ
ガ
爲
二
嫡
子
二
生
レ
タ
ル
者
ハ
凡
庸
ニ
テ
モ
暗

愚
ニ
テ
モ
天
稟
ノ
家
主
タ
ル
大
微
律
ヲ
占
得
シ
…
二
男
二
生
レ
タ
ル
者
ハ
全

ク
之
二
反
封
シ
學
識
ア
ル
モ
才
智
ア
ル
モ
落
拓
シ
テ
一
世
ヲ
畢
ル
ノ
大
不
幸

ヲ
受
ケ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
此
風
ハ
濁
リ
武
門
二
限
ラ
ズ
擾
メ
テ
一
般
ノ
人
民
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ネ
カ
ジ
リ

推
シ
移
リ
途
二
惣
領
ノ
甚
六
ト
ナ
リ
ニ
男
ノ
脚
噛
ト
成
リ
但
二
一
身
ヲ
濁
立

セ
ソ
ト
欲
ス
ル
ノ
精
憩
ヲ
消
滅
セ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
リ
（
中
略
）
維
新
ノ
今
日

二
至
リ
テ
ハ
相
績
法
ノ
上
二
於
テ
明
ラ
カ
ニ
大
饗
革
ヲ
起
シ
來
リ
現
存
ノ
家

蕨
ノ
如
キ
之
ヲ
籔
子
二
分
輿
ス
ル
モ
女
子
二
譲
與
ス
ル
モ
遺
言
二
依
リ
テ
之

ヲ
自
由
ニ
ス
ル
ヲ
得
ル
實
ア
ル
ガ
如
シ
故
二
今
日
二
於
テ
ハ
夫
ノ
男
子
相
綾

法
ヲ
要
セ
ザ
レ
バ
養
子
法
モ
随
テ
徒
物
二
騒
セ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
而
シ
テ
養
子

ノ
習
慣
ハ
猶
依
然
ト
シ
テ
華
士
族
ノ
間
ニ
モ
耶
民
ノ
聞
ニ
モ
行
ハ
ル
者
ハ
何

ゾ
ヤ
是
レ
吾
曹
ガ
第
ニ
ノ
天
性
ト
見
倣
ス
所
ニ
シ
テ
其
弊
ヤ
頗
ル
入
間
濁
立

ノ
精
紳
ヲ
養
成
ス
ル
ニ
妨
ア
リ
ト
云
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ソ
ヤ

　
今
ヤ
嫡
子
ガ
遺
物
ヲ
専
有
ス
ル
ノ
習
慣
ヲ
一
洗
シ
甚
六
モ
若
旦
那
モ
安
ズ

ル
ノ
僥
倖
ナ
ク
脚
櫨
モ
冷
飯
タ
ル
ノ
不
幸
ナ
カ
ラ
シ
メ
ソ
ガ
爲
二
邉
々
ト
ハ

遺
物
相
績
法
ヲ
制
定
ス
ヘ
キ
秋
二
當
レ
リ
而
シ
テ
之
ヲ
制
定
ス
ル
着
手
ノ
順

序
ハ
須
ラ
ク
養
子
ノ
習
慣
ヲ
禁
ズ
ル
ヲ
以
テ
第
一
歩
ト
ス
ル
ニ
若
カ
ズ
何
ト

ナ
k
ハ
此
ノ
習
慣
ハ
漸
ク
衰
微
二
屈
シ
之
ヲ
禁
ズ
ル
モ
更
二
實
際
二
利
害
ア

ル
ノ
徴
ヲ
見
出
サ
ザ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
世
ノ
論
者
見
解
ア
ラ
バ
幸
二
之
レ
ヲ
獲

言
ス
ル
ヲ
吝
ム
コ
ト
勿
レ

こ
の
見
解
に
封
し
て
、
二
月
七
日
の
朝
野
新
聞
の
枇
読
は
、
次
の
よ
う
に
眞

明
治
前
期
の
養
子
反
調
論

向
か
ら
反
封
し
た
。

　
　
有
名
ナ
ル
日
報
肚
ノ
吾
曹
先
生
ハ
養
子
ノ
脅
慣
ハ
最
早
コ
レ
ヲ
禁
ゼ
ザ
ル

　
ベ
カ
ラ
ス
ト
日
ヘ
リ
（
中
略
）
然
レ
ド
モ
我
輩
ガ
管
見
ヲ
以
テ
ス
レ
ハ
…
：

　
今
此
習
慣
ヲ
塵
シ
タ
リ
控
入
民
ノ
濁
立
勉
強
二
於
テ
著
キ
功
験
無
キ
ノ
、
ミ
ナ

　
ラ
ズ
却
テ
人
民
ノ
便
利
ヲ
妨
害
ス
ル
者
有
ラ
ソ
コ
ト
ヲ
恐
ル
ナ
リ
（
中
略
）

　
實
子
無
ク
シ
テ
死
シ
タ
ル
後
ハ
竈
ノ
下
ノ
灰
迄
モ
他
人
ノ
有
ト
ナ
ル
ベ
キ
老

　
爺
嬢
ガ
瞑
蛉
ノ
子
ヲ
養
ヒ
一
家
輯
睦
ソ
樂
々
ト
左
團
扇
デ
日
ヲ
浩
ス
ル
ガ
如

　
キ
ハ
實
二
便
利
ノ
習
慣
ト
云
フ
モ
不
可
ナ
カ
ル
ベ
シ
叉
不
幸
ナ
ル
孤
見
ガ
他

　
姓
ヲ
縫
ギ
其
身
ヲ
立
ル
モ
亦
便
利
ト
云
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
養
子
ヲ
禁
ズ
レ
バ
此

　
便
利
ヲ
失
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
レ
モ
ノ

　
　
養
子
ヲ
得
ソ
ト
欲
ス
ル
者
ハ
必
ズ
其
人
ヲ
選
鐸
シ
無
藝
無
能
ノ
痴
漢
ヲ
養

　
テ
子
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
無
キ
筈
ナ
レ
バ
ニ
三
男
タ
リ
ト
テ
不
勉
強
ニ
テ
日
ヲ
潰

　
ス
ル
理
無
シ
…
…
我
輩
ハ
其
養
子
ヲ
禁
ズ
ル
ガ
爲
二
猫
立
ノ
期
望
勉
張
ノ
精

　
紳
ヲ
盈
充
ス
ル
ノ
理
ヲ
曉
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
（
中
略
）

　
　
嫡
子
ガ
父
母
ノ
遣
物
二
於
テ
蚕
臨
ヲ
私
ス
ル
ノ
習
慣
二
至
リ
テ
モ
亦
流
風

　
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
ナ
リ
家
主
遺
物
ヲ
衆
子
二
分
配
シ
叉
諸
子
成
年
二
及
ソ
デ

　
親
子
離
群
索
馬
ス
ル
ノ
風
習
行
ハ
レ
パ
養
子
ノ
習
慣
モ
嫡
子
財
産
ヲ
稟
有
ス

　
ル
習
慣
モ
禁
ゼ
ス
シ
テ
自
ラ
衰
微
セ
ソ

　
こ
の
朝
野
新
聞
の
記
事
が
出
る
や
、
今
度
は
二
月
九
目
の
郵
便
報
知
新
聞
が

あ
ら
た
に
論
箏
に
参
加
し
た
。
こ
の
論
説
は
嘗
時
に
お
け
る
養
子
反
封
論
の
代

表
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
茅
、
の
大
部
分
を
引
用
し
よ
5
。

　
　
我
輩
ハ
局
外
中
立
ノ
一
隅
二
屏
息
シ
テ
爾
家
ノ
勝
敗
ヲ
傍
観
ス
可
キ
ナ
レ

　
共
固
ト
我
輩
持
論
ト
相
異
レ
ル
ヲ
以
テ
敢
テ
黄
歎
ヲ
容
レ
サ
ル
ヲ
得
ス
我
輩

　
熟
ラ
朝
野
先
生
力
鐵
棍
ノ
向
フ
腿
ヲ
推
ス
ニ
偏
二
二
三
男
力
坐
食
ノ
便
利
ト

五
齢

（
竃
〇
五
）



明
治
前
期
の
養
子
反
封
論

不
幸
翁
娠
老
樂
ノ
便
利
ヲ
謀
ル
ノ
偏
見
ニ
シ
テ
一
邊
二
漆
藩
ス
ル
ノ
弊
害
ナ

キ
能
ハ
ス
請
フ
自
家
ノ
偏
見
ヲ
癬
テ
廣
ク
天
然
ノ
通
義
ト
世
間
ノ
實
況
如
何

ヲ
見
ヨ
世
人
同
様
ノ
夫
婦
ニ
シ
テ
世
人
同
檬
ノ
子
孫
ノ
生
セ
サ
ル
ハ
自
然
ノ

不
幸
ニ
シ
テ
取
リ
モ
直
サ
ス
天
其
嗣
ヲ
遍
絶
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
若
シ
夫
レ
天
然

二
其
嗣
ヲ
絶
タ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
曲
テ
自
己
二
親
子
ノ
幸
編
ヲ
專
有
ス
可

キ
理
ア
ラ
ン
ヤ
是
レ
天
然
ノ
大
道
ニ
シ
テ
逡
物
相
綾
法
ノ
因
テ
起
レ
ル
所
以

ナ
リ
叉
進
テ
實
況
ノ
弊
害
ヲ
墨
ケ
ソ
ニ
圭
男
生
レ
テ
ニ
十
歳
内
外
二
至
レ

ハ
佗
家
ノ
養
子
ト
ナ
リ
佗
人
ノ
財
蓬
ヲ
專
有
ス
ル
ノ
幸
ア
ル
カ
故
二
敢
テ
知

識
ヲ
琢
磨
シ
技
藝
ヲ
研
窮
シ
自
力
ヲ
以
テ
自
分
ヲ
生
活
ス
ル
ヲ
要
セ
ス
自
ラ

生
活
ス
ル
ヲ
要
セ
サ
ル
カ
故
二
濁
立
ノ
精
韓
本
分
ノ
確
利
ノ
幾
分
カ
ヲ
殺
キ

棄
テ
養
父
母
ノ
教
則
二
從
順
シ
其
願
使
ヲ
甘
受
セ
ス
ソ
ハ
ア
ル
可
ラ
ス
其
願

随
ヲ
受
ル
ニ
當
レ
ハ
日
ク
何
々
ハ
我
家
風
ナ
リ
何
々
ハ
家
傳
ノ
職
業
ナ
リ
家

風
家
傅
ヲ
蓮
奉
シ
先
祀
傳
來
ノ
財
産
ヲ
以
テ
安
稔
二
坐
食
ス
可
シ
ト
養
子
ノ

志
向
ト
養
子
ノ
所
長
ト
ヲ
問
ワ
ス
都
テ
自
家
ノ
家
風
ト
自
家
ノ
職
業
二
勉
彊

從
事
セ
シ
ム
是
レ
瞑
蛉
ノ
子
ヲ
探
テ
彊
テ
其
本
色
ヲ
攣
化
シ
蝶
齎
ノ
子
孫
ト

爲
ス
モ
ノ
ナ
レ
ハ
腿
抑
車
制
セ
ス
ン
ハ
其
本
色
ヲ
攣
化
ス
ル
コ
ト
難
キ
ナ
リ

而
シ
テ
長
々
ノ
年
月
二
墜
制
ヲ
甘
受
シ
辛
苦
勉
強
シ
テ
到
頭
螺
翻
亭
主
ト
攣

化
シ
タ
ル
時
ハ
則
チ
租
先
傳
來
ノ
財
産
二
坐
食
ス
ル
一
米
轟
力
瞑
蛉
的
ノ
家

附
阿
娘
ト
僧
老
同
穴
ヲ
結
交
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
故
二
悉
ク
仇
儂
ノ
情
厚
キ
モ
ノ

ト
云
フ
可
ラ
ス
或
ハ
閨
門
相
箏
ヒ
夫
妻
相
和
セ
ス
相
雫
ヒ
相
和
セ
ス
ト
雛
モ

養
子
タ
ル
モ
ノ
ハ
多
年
屈
服
シ
テ
得
タ
ル
財
産
ヲ
棒
二
振
ル
ニ
忍
ヒ
ス
蕾
忍

ヒ
サ
ル
ノ
、
・
・
ナ
ラ
ス
養
子
ノ
離
縁
ト
ナ
レ
ハ
敢
テ
一
身
糊
ロ
ノ
策
ナ
キ
ヲ
以

テ
依
然
ト
シ
テ
心
養
均
徐
ノ
財
ま
庄
二
坐
貧
ス
故
二
夫
二
外
妾
ア
リ
婦
二
妊
夫
ア
リ

是
レ
中
等
以
上
人
民
養
子
ノ
弊
書
ナ
リ

五
二

（
三
〇
六
）

　
叉
下
等
人
民
ヲ
観
ヨ
男
子
生
テ
十
二
三
歳
ナ
レ
ハ
農
工
ヲ
見
習
ヒ
商
事
ヲ

手
傳
ヒ
梢
生
長
ス
レ
ハ
甑
二
一
人
前
ノ
生
産
作
業
二
從
事
シ
農
工
ナ
レ
ハ
田

園
ヲ
下
作
シ
佗
家
二
雇
作
シ
商
ナ
レ
ハ
晒
巷
ノ
一
店
ヲ
開
ギ
或
ハ
豪
商
二
雇

ワ
レ
皆
力
食
ノ
業
二
堪
ヘ
サ
ル
ハ
ナ
シ
故
ニ
ニ
三
男
タ
ル
モ
ノ
濁
立
ヲ
謀
ル

モ
養
子
ト
爲
ル
モ
固
ト
難
易
ノ
差
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
何
ト
ナ
レ
ハ
貧
民
ヲ
養
子

ト
爲
ス
モ
ノ
ハ
貧
家
ナ
リ
（
一
様
二
云
ヒ
難
キ
ニ
モ
セ
ヨ
）
貧
家
ノ
養
子
ト

ナ
ル
モ
ノ
名
ハ
佗
家
ノ
財
産
ヲ
專
有
ス
ル
ニ
似
タ
ル
モ
其
實
佗
姓
ヲ
縫
キ
家

附
阿
娘
ヲ
拝
領
シ
自
カ
ヲ
以
テ
付
ケ
僥
匁
ナ
ル
贋
爺
嬢
ヲ
奉
養
ス
ル
一
苦
螢

ヲ
増
ス
耳
是
下
等
人
民
二
在
ッ
テ
ハ
養
子
法
ヲ
禁
ス
ル
モ
敢
テ
妨
害
ナ
キ
所

以
ナ
リ

　
試
二
見
ヨ
彼
ノ
藝
娼
妓
ノ
束
縛
ヲ
解
テ
自
由
ノ
身
タ
ラ
シ
メ
ソ
ト
企
テ
タ

ル
解
放
ノ
令
モ
今
日
實
際
二
行
ハ
レ
サ
ル
ハ
何
二
由
リ
テ
然
ル
カ
職
ト
シ
テ

養
子
法
ノ
行
ハ
ル
・
二
在
リ
此
法
ア
ル
カ
故
二
張
欲
婆
瞼
貧
翁
力
瞑
蛉
ノ
子

ヲ
養
ヒ
取
リ
テ
親
子
ノ
義
ヲ
結
ヒ
（
尚
今
ノ
藝
娼
妓
ハ
多
ク
ハ
此
類
二
麗
ス

ヘ
シ
）
タ
ル
爾
昔
日
ノ
召
抱
へ
奉
公
人
ナ
ル
モ
ノ
ト
一
般
ニ
シ
テ
束
縛
匿
制

ノ
行
ハ
ル
・
決
シ
テ
昔
日
二
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
故
二
解
放
ノ
良
法
モ
或
ハ
徒

二
注
二
蹄
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ニ
非
ス
法
令
善
ナ
リ
ト
錐
モ
施
爲
美
ナ
リ
ト
錐
モ

塗
二
螺
顧
瞑
蛉
ノ
妨
碍
ス
ル
所
ト
ナ
リ
テ
カ
ノ
弊
害
ヲ
執
テ
一
ノ
養
子
法
二

嫁
セ
シ
メ
タ
ル
ハ
量
亦
歎
ス
ヘ
キ
コ
ト
ナ
ラ
ス
ヤ
夫
レ
養
子
法
ハ
中
等
人
民

二
在
テ
ハ
專
ラ
ニ
三
男
ヲ
シ
テ
自
己
ノ
不
藝
不
能
ナ
ル
カ
爲
メ
ニ
虚
心
從
順

養
子
ノ
駆
制
ヲ
甘
受
シ
遽
二
自
立
精
紳
ヲ
拗
棄
シ
他
家
ノ
財
産
二
坐
食
ス
ル

米
轟
ト
ナ
ル
ニ
至
ラ
シ
ム
而
シ
テ
下
等
人
民
二
在
テ
ハ
已
二
養
子
法
ヲ
禁
ス

ル
モ
敢
テ
妨
ヶ
ナ
キ
理
徴
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
此
法
ヲ
禁
ス
ル
ト
キ
ハ
現
二
除

ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
弊
害
ヲ
モ
除
ク
コ
ト
ヲ
得
ン
然
ル
ニ
朝
野
氏
ハ
此
習
憤
ヲ
塵



ス
ル
却
テ
人
民
ノ
妨
害
ヲ
ナ
シ
便
利
ヲ
敏
ク
ヲ
以
テ
説
ヲ
立
ッ
嵯
其
妨
害
ナ

ル
モ
ノ
ハ
果
シ
テ
何
等
ノ
妨
害
ソ
我
輩
ハ
之
ヲ
聞
カ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
ル
ナ
リ

　
日
報
氏
ハ
其
議
論
ノ
末
節
二
於
テ
揚
言
シ
テ
日
ク
嫡
子
力
遺
物
ヲ
專
有
ス

ル
ノ
奮
習
ヲ
一
洗
シ
甚
六
モ
若
旦
那
二
安
ン
ス
ル
ノ
僥
倖
ナ
ク
脚
噛
モ
冷
飯

タ
ル
ノ
不
幸
ナ
カ
ラ
シ
メ
ソ
カ
爲
メ
ニ
追
々
ハ
遣
物
相
績
法
ヲ
制
定
ス
ヘ
キ

ノ
秋
二
嘗
レ
リ
而
シ
テ
之
ヲ
制
定
ス
ル
着
手
ノ
順
序
ハ
養
子
ヲ
廃
ス
ル
ヲ
以

テ
第
一
歩
ト
ス
我
輩
ハ
切
二
信
ス
養
子
ノ
害
ハ
其
所
謂
僥
倖
不
幸
ト
一
般
ナ

ル
耳
而
シ
テ
遣
物
相
績
法
ハ
養
子
法
ヲ
塵
ス
ル
ニ
最
モ
須
要
ナ
リ
ト
ス
是
ヲ

塵
ス
ル
ト
キ
ハ
彼
ヲ
設
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
彼
ヲ
設
ケ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
駿
セ
サ

ル
ヘ
カ
ラ
ス
其
之
ヲ
駿
立
ス
ル
宜
ク
同
時
二
於
テ
ス
ヘ
キ
ナ
リ
將
タ
何
ソ
彼

是
ヲ
揮
フ
ヲ
須
ヒ
ソ
朝
野
氏
力
習
慣
ノ
便
利
ノ
爲
メ
ニ
眞
ノ
便
利
ヲ
降
伏
セ

シ
ム
ル
ハ
因
脩
ノ
最
モ
甚
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
夫
脅
慣
ナ
ル
モ
ノ
ハ
大
抵
當
世
ノ

便
利
二
關
係
セ
リ
若
シ
習
慣
ノ
便
利
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
塵
セ
ソ
ト
セ
ハ
文
明

進
歩
ハ
到
底
期
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
在
リ

　
こ
の
郵
便
報
知
新
聞
の
記
事
に
封
し
、
朝
野
新
聞
は
二
月
十
三
日
の
肚
読

で
次
の
よ
5
に
反
駁
し
た
。

　
我
輩
ハ
固
ヨ
リ
養
子
法
ヲ
以
テ
至
善
至
良
ノ
モ
ノ
ト
爲
ス
ニ
非
ズ
唯
習
慣

ノ
久
シ
キ
今
日
俄
カ
ニ
之
ヲ
禁
ズ
ル
ガ
如
キ
ハ
人
民
ノ
方
便
ヲ
失
ハ
ソ
コ
ト

ヲ
恐
ル
・
ヲ
以
テ
其
自
然
ノ
塵
棄
二
任
セ
張
ヒ
テ
之
ヲ
禁
ス
ル
コ
ト
ヲ
欲
セ

サ
ル
ナ
リ
（
中
略
）
假
令
ヒ
子
無
キ
モ
瞑
蛉
ノ
子
二
託
シ
死
水
ヲ
取
ラ
セ
死

後
一
遍
ノ
同
向
ヲ
頼
ミ
始
メ
テ
目
ヲ
眼
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
天
下
酒
々
是
ナ

リ
…
…
政
府
ガ
強
ヒ
テ
之
ヲ
禁
ズ
ル
ハ
無
釜
二
人
民
ヲ
シ
テ
客
嵯
ノ
歎
聲
有

ラ
シ
ム
ル
ニ
過
ギ
ザ
ル
ノ
ミ

　
報
知
先
生
ガ
中
等
以
上
人
民
養
子
ノ
弊
害
ヲ
論
ス
ル
ヤ
一
米
轟
ガ
曲
テ
養

明
治
前
期
の
養
子
反
封
論

父
母
ノ
教
則
二
從
順
シ
其
願
使
ヲ
甘
受
シ
多
年
屈
服
シ
テ
得
タ
ル
財
産
ヲ
権

二
振
ル
ニ
忍
ビ
ス
…
…
養
家
ノ
産
二
座
食
ス
ト
日
ヘ
リ
ー
…
然
レ
ド
モ
…
：

今
目
ノ
士
族
ハ
農
ト
モ
ナ
ル
ベ
ク
工
商
ト
モ
ナ
ル
ベ
ク
自
由
自
在
叉
脚
噛
ド

コ
・
力
才
能
サ
ヘ
有
レ
ハ
登
用
セ
ラ
レ
惣
領
ノ
甚
六
ハ
等
外
出
仕
デ
モ
…
二

男
ガ
到
任
奏
任
ニ
ナ
リ
居
ル
モ
ア
リ
左
レ
バ
他
家
ノ
養
子
タ
ラ
ソ
コ
ト
ヲ
僥

倖
ス
ル
ノ
脅
慣
ハ
日
三
表
慶
二
赴
キ
殆
ソ
ト
曉
天
ノ
光
ヲ
太
陽
二
失
ハ
ソ
ト

ス
ル
ガ
如
ク
ナ
ラ
ン
ト
ス
是
レ
我
輩
ガ
之
ヲ
禁
ゼ
ザ
ル
モ
害
無
カ
ラ
ン
ト
日

フ
所
以
ナ
リ
（
中
略
）

　
報
知
先
生
人
類
ヲ
推
シ
テ
藝
娼
妓
ノ
猫
束
縛
ヲ
冤
ル
・
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ヲ

以
テ
養
子
法
ノ
行
ハ
ル
・
二
瞬
セ
リ
然
レ
ド
モ
娼
家
ノ
主
人
藝
妓
ノ
假
母
ノ

如
キ
ハ
固
ヨ
リ
批
會
中
二
於
テ
下
等
ノ
下
ニ
シ
テ
残
忍
刻
薄
ノ
極
ナ
ル
者
ナ

レ
ハ
養
子
法
ヲ
禁
ズ
ル
ガ
爲
メ
ニ
其
弊
害
ヲ
除
却
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
ナ
ラ

ソ
ヤ
彼
輩
ハ
陽
二
養
女
ノ
名
ヲ
塵
ス
ル
モ
附
籍
ダ
ト
カ
同
居
タ
ル
ト
カ
預
カ

ツ
タ
子
ダ
ト
カ
…
…
何
ト
カ
斯
ト
カ
名
目
ヲ
附
ケ
テ
モ
残
忍
刻
薄
故
ノ
如
ク

ナ
ラ
バ
養
女
ヲ
塵
ス
ル
モ
何
ノ
釜
ス
ラ
ン
ヤ

　
彼
ノ
嫡
子
ガ
遺
物
ヲ
專
有
ス
ル
ノ
奮
習
ヲ
一
洗
シ
甚
六
モ
若
旦
那
二
安
ソ

ズ
ル
ノ
僥
倖
無
ク
脚
噛
モ
冷
飯
タ
ル
ノ
不
幸
ナ
カ
ラ
シ
ム
ル
ハ
至
極
善
キ
コ

ト
ナ
レ
ド
甚
六
ノ
僥
倖
ハ
時
ト
シ
テ
僥
倖
二
非
ズ
シ
テ
不
幸
ナ
ル
者
ア
リ
…

…
組
先
ノ
年
忌
ヲ
螢
マ
ネ
バ
ナ
ラ
ズ
他
へ
嫁
シ
タ
ル
姉
ハ
初
産
二
．
テ
男
子
ガ

出
生
シ
タ
ト
テ
産
蒼
ヲ
ネ
ダ
リ
…
－
妹
ハ
好
キ
縁
談
ガ
有
ル
ユ
エ
嫁
入
リ
ノ

支
度
ヲ
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
…
…
是
レ
僥
倖
ニ
ハ
非
ラ
ズ
不
幸
ト
云
フ
ベ
キ
ノ
ミ

…
－
遺
物
ヲ
配
分
シ
離
群
索
居
ヲ
爲
ス
ハ
…
－
風
俗
ノ
一
大
礎
換
タ
レ
バ
今

ノ
人
民
ノ
、
頭
脳
ニ
テ
ハ
五
倫
ノ
道
ガ
狂
ッ
タ
様
ニ
モ
思
フ
ベ
シ
…
…
然
レ
ド

モ
我
輩
ハ
固
ヨ
リ
遣
物
相
綾
法
ヲ
制
定
ス
ル
ヲ
不
可
ト
ス
ル
ニ
非
ズ
叉
養
子

五
三

（
三
〇
七
）



明
治
前
期
の
養
子
反
封
諭

　
法
ヲ
善
良
ナ
ル
者
ト
ス
ル
ニ
非
ズ
唯
政
府
ガ
俄
カ
ニ
養
子
法
ヲ
禁
ジ
無
釜
ノ

煩
擾
ヲ
生
ジ
人
民
ヲ
シ
テ
容
嵯
ノ
歎
聲
ヲ
蛋
セ
シ
ム
ル
ヲ
欲
セ
ザ
ル
ニ
在
ル

　
ノ
、
ミ

　
東
京
日
日
新
聞
及
び
郵
便
報
知
新
聞
の
養
子
反
劉
論
に
反
駁
し
て
い
る
朝
野

新
聞
も
、
養
子
制
度
を
か
な
ら
ず
し
も
「
善
良
」
な
も
の
と
は
せ
ず
、
そ
の
將

來
に
お
け
る
衰
退
は
豫
測
す
る
が
、
印
時
艘
止
に
甥
し
て
は
時
期
尚
早
論
を
唱

え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
注
意
を
惹
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
三
新
聞
に
あ

ら
わ
れ
た
養
子
論
雫
が
、
當
時
の
識
老
に
か
な
り
の
反
響
を
あ
た
え
た
こ
と
は

想
嫁
に
難
く
な
い
。
さ
れ
ば
東
京
日
日
新
聞
の
投
書
欄
に
は
各
地
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
賛
否
爾
論
の
意
見
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
二
月
十
三
日
號
に
は

「
今
断
然
養
子
ノ
習
慣
ヲ
禁
ジ
テ
家
産
分
譲
法
ヲ
實
際
二
施
サ
バ
一
時
愚
爺
痴

嬢
ノ
不
便
ヲ
訴
ル
モ
ノ
或
ハ
之
レ
有
ラ
ソ
錐
然
籔
世
ノ
後
二
至
テ
ハ
世
人
悉
皆

コ
ノ
法
二
安
藩
脅
慣
シ
テ
却
テ
今
日
ノ
養
子
法
ヲ
同
顧
シ
其
ノ
不
條
理
ヲ
曝
笑

ス
ル
ニ
至
ラ
ン
コ
ト
必
セ
リ
…
：
養
子
ノ
習
慣
ハ
最
早
禁
ゼ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
遺

物
相
績
法
ハ
最
早
制
定
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
（
東
京
・
久
保
田
貫
一
）
と
い
う
養

子
制
度
印
時
慶
止
賛
成
論
が
あ
り
、
二
月
十
四
日
號
の
「
我
國
ハ
家
名
ノ
絶
エ

ザ
ル
ヲ
主
ト
ス
…
…
筍
モ
家
ヲ
有
ス
ル
者
子
無
ケ
レ
バ
則
チ
絶
ツ
ト
臨
然
制
定

ス
ル
コ
ト
ハ
到
底
人
情
二
合
ヒ
難
ク
所
謂
云
フ
ベ
ク
シ
テ
行
フ
可
カ
ラ
ザ
ル
者

ナ
ラ
ソ
筍
モ
之
ヲ
汲
量
セ
バ
養
子
ノ
一
路
ハ
必
ズ
開
キ
置
カ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
…

…
日
報
子
ノ
禁
ゼ
ザ
レ
バ
害
有
リ
ト
朝
野
子
ノ
禁
ゼ
ザ
ル
モ
自
ラ
塵
セ
ン
ト
云

フ
余
ハ
爾
ッ
ナ
ガ
ラ
未
ダ
之
ヲ
信
ズ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
」
（
東
京
・
岩
永
鼎
堂
）
及

び
二
月
十
七
日
號
の
「
天
下
ノ
廣
キ
一
生
嗣
子
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
嗣
子
ア
リ

ト
錐
麦
離
或
ハ
放
逸
無
頼
ニ
シ
テ
父
母
安
ソ
ジ
テ
之
二
家
祀
ヲ
托
ス
ル
能
ハ
ザ

ル
モ
ノ
ア
リ
叉
女
子
ノ
家
嗣
ヲ
嗣
カ
シ
ム
ベ
キ
ア
リ
ト
錐
或
ハ
多
病
或
ハ
怯
弱

五
四

（
三
〇
八
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ニ
シ
テ
一
家
ヲ
推
當
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
此
ノ
如
キ
事
情
ア
ル
ト
キ

ニ
到
底
一
子
ヲ
他
家
輩
リ
迎
ヘ
テ
之
二
相
綾
ヲ
託
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
」
（
東
京
・
雲

田
金
柄
）
、
と
い
う
が
．
こ
と
き
現
黙
維
持
論
も
あ
る
。
ま
た
二
月
十
九
日
號
に
は

「
養
子
ハ
人
情
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
」
が
「
猫
立
ノ
精
紳
ヲ
養
成
」
す
る
に
は
「
攣

姓
冒
氏
ヲ
禁
」
ず
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
「
自
己
ノ
姓
氏
ヲ
改
ム
ル
ハ
家

産
ヲ
失
フ
ノ
思
ヒ
ヲ
ナ
シ
今
日
ノ
如
ク
容
易
二
養
子
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
ハ
必
セ
リ
」

「
則
チ
養
子
ノ
習
慣
ハ
禁
ゼ
ズ
シ
テ
止
ム
ニ
庶
幾
ン
」
（
熊
谷
縣
・
清
水
澄
）
と

い
う
折
衷
論
も
み
ら
れ
る
。

　
か
く
し
て
翌
三
月
四
日
、
東
京
日
日
新
聞
は
ふ
た
た
び
肚
説
に
養
子
論
を
取

り
あ
げ
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。

　
養
子
ノ
習
慣
ハ
最
早
塵
セ
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル
也
遺
物
ノ
分
法
ハ
最
早
設
ケ
ザ
ル

　
可
カ
ラ
ザ
ル
也
上
等
肚
會
ノ
輿
論
ハ
概
ネ
厳
二
蹄
着
ス
ル
ガ
如
シ

　
そ
し
て
養
子
を
維
持
す
る
見
解
の
根
嫁
は
「
家
名
ヲ
絶
セ
シ
ム
可
カ
ラ
ズ
」

「
祀
先
ノ
祭
祀
ヲ
血
食
セ
シ
メ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
」
「
老
後
ノ
逸
安
ヲ
謀
ラ
ザ
ル

可
カ
ラ
ズ
」
の
三
貼
に
あ
り
と
し
、
こ
れ
に
封
し
て
そ
れ
ぞ
れ
「
封
建
門
閥
ノ

根
源
」
な
れ
ど
「
今
日
一
般
ノ
人
民
二
於
テ
他
姓
ヲ
冒
ス
ノ
功
能
ア
ル
乎
」
「
世

上
ヲ
見
ヨ
或
ハ
之
ヲ
血
食
セ
シ
メ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
祭
祀
ヲ
以
テ
冥
編
ヲ
害
ス

ト
云
フ
宗
教
モ
無
キ
ニ
非
ス
」
「
父
祀
ハ
子
孫
ノ
養
ヲ
受
ク
ル
ノ
灌
理
ア
リ
ト
ス

ル
乎
…
…
是
レ
子
孫
ヲ
以
テ
自
己
ノ
財
源
ト
シ
奇
貨
ト
シ
所
有
物
シ
奴
隷
ト
ス

ル
ニ
異
ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」
と
反
駁
し
、
最
後
に

　
　
故
に
吾
曹
ハ
上
等
肚
會
ノ
輿
論
ハ
概
ネ
蹄
着
ス
ル
ガ
如
シ
ト
認
メ
再
ピ
大

　
呼
シ
テ
日
ク
養
子
ノ
習
慣
ハ
塵
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
也
遺
物
ノ
分
法
ハ
最
早

　
設
ケ
ザ
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
也

と
結
ん
で
い
る
。
先
き
に
養
子
塵
止
衙
早
論
を
唱
え
た
朝
野
新
聞
は
、
成
島
柳



北
と
末
廣
鐵
膓
が
共
に
二
月
十
三
日
こ
篭
渦
事
件
で
入
獄
し
た
た
め
、
そ
れ
に

懸
酬
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
三
月
十
九
日
號
で
讃
者
の
投
書
を
論
読
欄
に
掲
載

　
　
　
（
7
）

し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
我
國
養
子
法
ノ
如
キ
ハ
決
シ
テ
人
理
二
惇
ル
者
ニ
モ
ア

ラ
ズ
叉
他
人
ノ
自
由
ヲ
害
ス
ル
者
ニ
モ
断
々
乎
ト
シ
テ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」
　
「
養

子
ナ
ル
者
ハ
子
無
キ
者
ノ
不
幸
ヲ
補
フ
ノ
良
法
ナ
リ
人
ヲ
シ
テ
子
無
ク
老
後
ノ

養
ヲ
頼
ム
ベ
キ
ナ
キ
ハ
人
ノ
甚
大
不
幸
ナ
リ
故
二
此
ノ
不
幸
ヲ
助
ク
ル
ニ
養
子

ノ
法
ハ
新
タ
ニ
設
ケ
モ
コ
ソ
ス
ベ
ケ
レ
焉
ゾ
此
古
來
ノ
良
法
習
慣
ヲ
禁
ゼ
ソ

ヤ
」
（
陸
前
・
習
井
捨
次
）
と
い
う
人
情
論
で
あ
り
、
柳
北
の
筆
に
は
及
ぶ
べ
く

も
な
い
が
、
當
時
の
一
世
論
を
代
表
す
る
見
解
で
は
あ
つ
た
ろ
う
。

　
な
お
、
東
京
日
日
新
聞
の
論
読
は
輻
地
櫻
痴
、
郵
便
報
知
新
聞
の
そ
れ
は
栗

本
鋤
雲
か
藤
田
茂
吉
の
筆
に
成
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
當
時
の
代
表

的
ジ
ャ
：
ナ
リ
ス
ト
が
、
長
子
軍
蜀
相
綾
と
結
合
す
る
養
子
制
度
に
封
し
て
反

封
し
て
い
る
こ
と
は
、
彼
等
が
從
來
の
傳
統
的
家
族
制
度
か
ら
の
腕
却
を
志
向

し
、
い
か
に
個
人
の
目
由
と
解
放
に
つ
よ
い
關
心
を
も
つ
て
い
た
か
を
示
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

○

　
法
律
學
を
學
ん
だ
人
で
い
ち
早
く
餐
子
制
度
に
封
し
反
封
の
立
場
を
探
つ
た

の
は
小
野
梓
と
三
好
退
藏
で
あ
る
。
小
野
の
「
民
法
之
骨
」
に
あ
ら
わ
れ
た
養

子
反
封
論
は
、
前
述
の
ご
と
く
青
山
教
授
に
よ
つ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
内
容
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
し
か
し
、
同
書
の
出
版
は
明
治
十
七
年
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

あ
る
が
、
そ
の
執
筆
は
明
治
八
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
養
子
反

封
論
の
構
想
も
す
で
に
早
く
そ
の
頃
か
ら
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
い
。
ま
た
「
民
法
之
骨
」
の
「
養
子
の
弊
」
の
章
は
そ
の
大
部
分

が
「
友
人
三
好
松
溝
」
の
言
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
。
三
好
松
清
は
後
ち
の
検
事
絡
長
三
好
退
藏
で
あ
り
、
小
野
の
親
友
で
あ

つ
た
。
三
好
の
言
と
い
う
の
は
、
彼
が
ど
こ
か
の
雑
誌
に
寄
稿
じ
た
文
章
の
一

節
と
思
わ
れ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
私
は
そ
れ
を
確
か
め
え
な
い
。
私
の
推
定
が

正
し
け
れ
ば
、
彼
こ
そ
養
子
反
封
論
を
護
表
し
た
も
つ
と
も
早
い
法
律
家
の
一

人
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
が
明
治
三
十
年
代
に
執
筆
し
た
養
子
反
封
論

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
東
京
大
學
學
生
の
手
に
成
る
學
術
雑
誌
「
講
學
鹸
談
」
第
三
號
（
明
治
＋
年

七
月
）
に
掲
載
せ
ら
れ
た
「
養
子
論
」
は
、
異
色
あ
る
見
解
と
し
て
注
目
す
べ

　
　
　
　
　
　
（
9
）

き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
養
子
を
「
同
姓
養
子
」
「
異
姓
養
子
」
「
婿

養
子
」
の
三
種
に
匿
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浩
革
を
略
述
し
、
結
局
「
同
姓
養
子
」

の
み
が
「
倫
理
二
協
フ
者
ニ
シ
テ
海
外
各
國
二
於
テ
モ
亦
之
二
類
似
ス
ル
者
有

リ
。
然
リ
ト
錐
ド
モ
彼
ハ
相
綾
ノ
名
ヲ
以
テ
シ
、
我
ハ
養
子
ノ
名
ヲ
以
テ
ス
。

相
績
ト
構
ス
ル
ト
キ
ハ
則
チ
理
ノ
當
然
ニ
シ
テ
、
養
子
ト
唱
フ
ル
ト
キ
ハ
則
チ

否
ラ
ザ
ル
ニ
似
タ
リ
ト
誰
ド
モ
、
其
ノ
實
二
至
テ
ハ
更
二
異
ナ
ル
コ
ト
無
シ
」

と
す
る
。
異
姓
養
子
を
「
大
二
血
統
ヲ
擾
ル
ノ
一
源
因
」
と
し
て
反
封
し
た
の

は
、
徳
川
時
代
の
同
檬
の
反
封
論
の
流
れ
を
く
む
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
婿
養

子
を
「
兄
妹
ノ
婚
姻
ト
云
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
是
レ
民
二
許
ス
ニ
禽
獣
ノ
所
行
ヲ

以
テ
ス
ル
ノ
法
二
非
ズ
シ
テ
何
ゾ
ヤ
」
と
批
到
し
て
い
る
黙
は
、
西
洋
法
理
の

影
響
が
そ
の
所
見
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
最
後
に
次
の
よ
う

な
養
子
法
試
案
十
二
ヵ
條
を
掲
げ
て
い
る
。

　
第
一
條
凡
ソ
男
子
無
キ
者
ハ
年
齢
二
拘
ラ
ス
同
姓
ノ
子
ヲ
取
テ
養
子
ト
爲

　
　
ス
可
シ

　
第
二
條
若
シ
同
姓
ノ
子
無
キ
時
ハ
親
戚
ヲ
撰
ヒ
養
子
ト
爲
ス
可
シ

明
治
前
期
の
養
子
反
封
諭

五
五
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明
治
前
期
の
養
子
反
封
論

第
三
條
凡
ソ
養
子
ハ
養
親
ヨ
リ
年
長
ナ
ル
可
ラ
ス

　
　
　
但
縣
兄
ヲ
｛
養
フ
者
ハ
此

限
二
非
ラ
ス

第
四
條
　
一
家
ノ
嫡
子
タ
ル
者
ハ
宗
家
ノ
外
養
子
ト
爲
ル
可
カ
ラ
ス

第
五
條
養
子
ヲ
迎
フ
ル
ノ
後
養
親
ノ
間
二
若
シ
實
子
生
ル
・
時
ハ
養
子
ノ

　
弟
ト
観
倣
シ
都
テ
兄
弟
ノ
如
ク
ナ
ル
可
シ

第
六
條
　
男
子
ノ
生
ル
・
ヲ
秘
シ
成
長
ノ
後
養
子
ノ
名
ヲ
域
テ
之
ヲ
シ
テ
家

　
名
ヲ
縫
カ
シ
ム
可
カ
ラ
ス

第
七
條
實
子
有
リ
ト
雛
ト
モ
獲
疾
等
ニ
テ
家
督
ヲ
纏
キ
得
サ
ル
時
ハ
養
子

　
　
ヲ
迎
フ
可
シ

第
八
條
金
銀
ヲ
以
テ
養
子
ヲ
爲
ス
可
ラ
ス

第
九
條
　
親
族
ノ
中
ト
錐
ト
モ
養
弟
妹
ヲ
爲
ス
可
カ
ラ
ス

　
　
但
年
齢
殊
二
長
シ
養
子
女
ト
爲
ス
可
カ
ラ
サ
ル
者
ハ
引
取
又
ハ
呼
取
ノ

　
　
名
ヲ
以
テ
迎
養
ス
可
シ

第
十
條
　
年
齢
五
十
以
上
ニ
テ
養
子
無
ク
死
去
ス
ル
者
ハ
家
名
絶
ス

第
十
一
條
　
凡
ソ
事
故
有
テ
一
度
養
子
ヲ
去
リ
再
ヒ
同
人
ヲ
迎
ヘ
ン
ト
欲
ス

　
　
ル
時
ハ
十
年
ヲ
輕
テ
後
其
ノ
事
故
ノ
潰
滅
ヲ
謹
シ
再
養
子
ト
爲
ス
可
シ

第
十
二
條
設
ヘ
ハ
甲
乙
丙
丁
戌
兄
弟
五
人
有
リ
甲
乙
ヲ
シ
テ
家
名
ヲ
縫
カ

　
　
シ
メ
ソ
ト
欲
ス
ル
時
ハ
弟
ノ
名
分
ヲ
以
テ
養
子
ト
爲
ス
ヘ
シ
其
後
乙
丙
ヲ

　
　
シ
テ
家
名
ヲ
纏
カ
シ
メ
ソ
ト
欲
ス
ル
時
ハ
叔
父
ノ
名
ヲ
以
テ
相
綾
セ
シ
ム

　
　
可
シ
其
後
丙
丁
ヲ
シ
テ
家
名
ヲ
纒
カ
シ
メ
ソ
ト
欲
ス
ル
時
ハ
大
叔
父
ノ
名

　
　
ヲ
以
テ
相
績
セ
シ
ム
可
シ
其
後
丁
戌
ヲ
シ
テ
家
名
ヲ
纏
カ
シ
メ
ン
ト
欲
ス

　
　
ル
ト
キ
ハ
弟
ノ
名
ヲ
以
テ
養
子
ト
爲
ス
可
シ

　
こ
の
養
子
法
案
は
、
養
子
を
原
則
と
し
て
男
子
無
き
の
場
合
の
同
姓
養
子
の

み
に
限
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
》
、
の
熟
で
は
全
面
的
な
養
子
反
蜀
論

五
六
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と
は
い
え
な
い
が
、
當
時
の
養
子
制
度
に
封
す
る
部
分
的
修
正
意
見
で
は
あ
つ

た
。
ぞ
の
執
筆
者
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。

　
明
治
十
四
年
稜
刊
の
「
法
律
志
叢
」
第
三
十
六
號
と
第
三
十
八
號
に
連
載
し

て
い
る
投
書
論
文
「
遺
物
分
配
法
ヲ
論
ズ
」
（
紀
伊
・
榎
本
義
路
）
は
、
直
接
に

は
養
子
制
度
そ
の
も
の
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
財
琶
分
配
相
綾
と
相
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

蓮
し
て
、
養
子
反
署
論
を
家
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
遺
物
分
配
ノ
方
法
ヲ
制
定
ス
ル
ハ
實
二
今
日
ノ
緊
要
ノ
事
項
ト
云
フ
ヘ
シ

何
ト
ナ
レ
ハ
我
國
未
ダ
遺
物
ノ
分
配
二
一
定
ノ
法
律
ナ
キ
ヲ
以
テ
死
後
或
ハ

　
紛
紙
ヲ
醸
成
ス
ル
ノ
杞
憂
ア
ル
ヲ
菟
カ
レ
ズ
抑
モ
遺
物
ノ
分
法
ト
養
子
ノ
習

慣
ト
ハ
固
ヨ
リ
一
串
ノ
闘
係
ヲ
有
ス
ル
ニ
ヨ
リ
遭
物
ノ
分
法
ヲ
制
定
セ
ソ
ト

　
欲
セ
パ
則
チ
養
子
ノ
習
慣
ヲ
磯
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
（
中
略
）

　
　
元
來
養
子
ナ
ル
者
ハ
實
二
籔
百
年
來
ノ
響
慣
ニ
シ
テ
養
ハ
ル
・
者
ハ
生
計

　
ヲ
螢
ム
ベ
キ
ノ
資
金
ヲ
得
又
養
フ
者
ハ
老
後
安
逸
ノ
一
事
ヲ
計
ル
ニ
ア
リ
テ

　
双
方
恰
モ
濡
手
デ
粟
ヲ
ッ
カ
ム
ガ
如
シ
：
…
相
互
二
人
二
頼
リ
テ
一
身
ノ
安

　
寧
幸
編
ヲ
求
メ
ン
ト
ス
ル
ハ
實
二
鄙
劣
干
萬
ノ
所
業
ニ
シ
テ
他
人
ヲ
親
ト
唱

　
へ
子
ト
構
ス
ル
ハ
誰
レ
カ
心
二
快
カ
ラ
ソ
ヤ
蓋
シ
親
ノ
其
子
ヲ
愛
シ
子
ノ
其

　
親
ヲ
敬
ス
ル
ハ
人
間
天
賦
固
有
ノ
性
質
叉
敢
テ
他
人
二
移
ス
ベ
カ
ラ
ズ
（
中

　
略
）

　
　
凡
ソ
人
ノ
斯
ノ
世
二
在
ル
ヤ
家
ヲ
治
ム
ル
ノ
外
二
叉
公
同
ノ
義
務
ヲ
審
サ

　
・
ル
ヘ
カ
ラ
ス
故
二
其
人
ニ
シ
テ
實
子
ナ
キ
ハ
則
チ
天
命
ノ
ミ
因
縁
ノ
ミ
叉

　
何
ソ
他
人
ノ
子
ヲ
養
フ
テ
家
名
ヲ
相
綾
セ
シ
ム
ル
ヲ
要
セ
ン
ヤ
其
遺
物
ハ
以

　
テ
家
族
親
戚
二
頒
布
ス
ヘ
ク
叉
ハ
幾
分
ヲ
榔
チ
テ
社
會
入
民
ノ
爲
メ
ニ
利
釜

　
ヲ
計
ル
可
シ

　
奏
子
制
度
を
塵
し
、
・
て
の
代
り
に
財
蒼
分
配
相
績
法
を
制
定
せ
よ
と
の
意
見



で
あ
る
が
、
相
綾
法
の
詳
細
は
同
論
文
未
完
結
の
た
め
に
、
論
ぜ
ら
れ
て
い
な

い
。
な
お
、
第
三
十
八
號
の
宋
尾
に
「
本
論
養
子
ノ
コ
ト
ニ
付
キ
テ
ハ
已
二
明

治
九
年
ノ
春
二
於
テ
一
時
輿
論
ノ
可
否
ス
ル
所
ナ
リ
シ
モ
何
時
力
散
シ
テ
一
抹

ノ
姻
ト
ナ
リ
今
ヤ
泣
寝
入
ノ
景
況
ト
ナ
リ
シ
ガ
我
輩
ハ
此
ノ
コ
ト
ニ
於
テ
ハ
頗

ル
熱
心
ナ
ル
カ
故
二
今
叉
敢
テ
江
湖
二
問
ハ
ン
ト
欲
ス
乞
フ
看
官
諸
君
六
日
ノ

菖
蒲
十
目
ノ
菊
タ
ル
ヲ
嘲
勿
レ
」
と
附
記
し
て
お
り
、
こ
の
論
文
が
前
述
の
各

新
聞
論
読
の
論
雫
に
刺
激
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
と
く

に
東
京
日
日
新
聞
の
論
調
の
影
響
が
、
こ
の
論
文
の
各
所
に
み
ら
れ
る
。

　
東
京
大
學
を
卒
業
し
（
明
治
＋
五
年
）
、
東
京
專
門
學
校
の
教
師
と
な
つ
た
山

田
喜
之
助
も
、
養
子
反
封
論
を
唱
え
た
初
期
の
學
者
の
一
人
で
あ
つ
た
。
彼
が

明
治
十
七
年
の
「
明
法
志
林
」
第
八
十
三
號
に
稜
表
し
た
「
日
本
法
律
ノ
基
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
践
）

ト
泰
西
法
律
ノ
基
礎
ト
ノ
匠
別
ヲ
論
ズ
」
に
は
次
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
。

　
　
我
國
普
通
ノ
習
慣
二
欧
洲
二
無
キ
所
ノ
養
子
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
何
故
二
我
國

　
二
養
子
ナ
ル
者
盛
二
行
ハ
レ
而
シ
テ
敵
洲
二
之
ナ
キ
乎
多
辮
ヲ
費
サ
ス
シ
テ

　
之
ヲ
指
示
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ソ
英
吉
利
ノ
身
分
法
ニ
ハ
養
子
法
備
ハ
ラ
ズ
佛
蘭

　
西
ノ
民
法
ニ
ハ
養
子
法
ア
ル
モ
實
際
二
養
子
ノ
行
ハ
レ
タ
ル
コ
ト
ア
ル
ヲ
聞

　
カ
ズ
諸
君
試
二
東
西
諸
國
ノ
相
綾
ナ
ル
者
ヲ
見
ヨ
大
二
獲
明
ス
ル
所
ア
ル
ベ

　
シ
　
そ
し
て
漱
洲
と
日
本
で
は
相
綾
の
概
念
が
異
な
る
も
の
と
し
、
西
洋
で
は

「
人
老
テ
男
子
ア
ラ
ザ
ル
モ
我
國
ノ
如
ク
養
子
ヲ
以
テ
家
督
ヲ
相
績
セ
シ
ム
ル

ノ
煩
ナ
ク
法
律
二
定
メ
タ
ル
者
若
ク
ハ
其
他
ノ
者
へ
自
家
ノ
財
産
ヲ
移
韓
若
ク

ハ
譲
與
ナ
ス
ト
キ
ニ
ハ
人
生
ノ
事
畢
リ
タ
ル
」
に
反
し
日
本
で
は
「
相
綾
ト
ハ

死
亡
者
ノ
財
謹
ヲ
受
ク
ノ
謂
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
父
若
ク
ハ
養
父
ノ
灌
利
義
務
ヲ
墨

テ
之
ヲ
自
家
二
獲
得
罐
承
ス
ル
ヲ
以
テ
相
綾
ト
ナ
セ
リ
」
す
な
わ
ち
日
本
の
一

明
治
前
期
の
養
子
反
封
論

家
ば
「
會
祉
又
ハ
一
王
目
」
に
も
た
と
え
ら
れ
る
か
ら
「
主
長
死
亡
シ
テ
之
ヲ

相
績
ス
ル
者
ハ
會
就
ノ
斌
長
叉
ハ
一
國
帝
王
ノ
職
ヲ
襲
フ
タ
ル
カ
如
ク
奮
來
ノ

樺
利
義
務
ヲ
撃
テ
之
ヲ
纒
承
ス
ル
」
は
當
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
三
闘
ノ

茅
屋
九
尺
ノ
露
店
モ
亦
嚴
然
タ
ル
一
帝
國
ナ
レ
ハ
實
子
ア
ラ
サ
ル
ト
キ
ニ
ハ
養

子
以
テ
其
統
ヲ
傳
ヘ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
機
利
義
務
一
切
を
縫
承
す
る
相
績
方
法
の
も
と
で
は
相
績
人
が
迷
惑
を

5
け
る
場
合
も
あ
り
う
る
。
天
然
の
親
子
な
れ
ば
「
白
然
ノ
倫
序
マ
タ
忽
ブ
可

キ
」
で
あ
る
が
、
養
子
の
場
合
は
不
合
理
で
あ
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
結
論
し

て
い
る
。

　
　
天
下
ノ
至
猜
父
母
ト
シ
テ
…
…
其
愛
子
ヲ
他
家
へ
養
子
二
遣
ス
ニ
ハ
充
分

　
ノ
注
意
ヲ
用
ユ
ル
ハ
當
然
ナ
リ
ト
錐
ヒ
養
子
ニ
シ
テ
渉
惑
ヲ
蒙
ム
ル
者
少
カ

　
ラ
サ
ル
カ
如
シ
佛
蘭
西
法
律
ニ
ヨ
レ
バ
丁
年
以
上
ノ
者
ニ
シ
テ
養
父
子
ノ
間

　
或
ハ
關
係
ヲ
有
ス
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
之
ヲ
許
サ
ズ
然
ル
ニ
我
國
二
於
テ
騒
襟

　
中
ノ
赤
子
ヲ
養
子
ト
ス
ル
事
稻
々
タ
ル
天
下
皆
是
ナ
リ
是
只
タ
養
子
タ
ル
者

　
ノ
便
宜
ヲ
謀
リ
テ
養
子
ノ
利
釜
ヲ
輕
ン
ズ
ル
者
ナ
ラ
ズ
ヤ
我
邦
養
子
タ
ル
者

　
ハ
自
家
一
生
ノ
關
係
ヲ
自
カ
ラ
知
ラ
ザ
ル
ノ
間
二
實
父
養
父
間
ノ
取
究
ニ
ヨ

　
リ
テ
決
セ
ラ
ル
・
者
ナ
リ
…
…
我
邦
ノ
父
母
ハ
今
猫
ホ
見
孫
ヲ
釜
負
ス
ル
ノ

　
灌
カ
ヲ
有
ス
ル
者
ト
云
フ
可
キ
ナ
リ
何
ト
ナ
レ
ハ
養
子
ノ
取
引
ハ
恰
モ
見
孫

　
ノ
費
買
二
異
ナ
ラ
サ
ル
也
…
…
此
随
習
ハ
…
…
我
邦
封
建
制
度
並
二
士
農
工

　
商
ノ
間
二
通
シ
テ
行
ハ
レ
タ
ル
所
ノ
族
制
其
物
力
一
大
原
因
タ
リ
・
－
・
：
封
建

　
既
二
亡
ヒ
テ
族
制
亦
正
サ
ニ
其
勢
カ
ヲ
失
ハ
ソ
ト
ス
批
會
ノ
先
畳
者
タ
ル
者

　
此
民
ヲ
誘
道
ス
ル
ノ
方
向
ヲ
悟
ル
ヘ
キ
ナ
リ

　
こ
の
主
張
も
家
族
制
度
的
樫
楼
か
ら
個
人
を
解
放
す
る
た
め
養
子
制
度
を
否

認
せ
ん
と
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
三
一
一
）



明
治
前
期
の
養
子
反
封
諭

　
翌
十
八
年
に
は
、
明
治
法
律
學
校
の
創
立
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

岸
本
辰
雄
（
明
治
九
年
司
法
省
法
律
學
校
卒
業
）
の
養
子
反
封
蹴
協
あ
る
。
そ

れ
は
「
明
法
雑
誌
」
第
四
號
に
掲
載
さ
れ
た
「
相
績
論
」
で
あ
る
。
彼
に
よ
る

と
「
我
國
二
於
テ
重
二
行
ハ
ル
・
所
ハ
家
名
相
績
ナ
リ
家
名
相
績
ハ
概
ネ
長
子

濁
占
二
餅
ス
」
こ
の
「
風
ヲ
養
成
シ
タ
ル
ハ
素
ヨ
リ
習
慣
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
ト

錐
モ
亦
タ
封
建
制
度
ノ
勢
終
二
之
ヲ
シ
テ
然
ラ
シ
ム
ル
ア
リ
然
ラ
ハ
印
チ
封
建

塵
レ
テ
郡
縣
起
リ
奮
習
一
タ
ヒ
攣
シ
テ
厭
米
ノ
文
明
ヲ
探
繹
ス
ル
ノ
今
日
二
在

テ
ハ
封
建
制
度
ノ
下
二
行
レ
シ
家
名
相
績
ハ
決
シ
テ
之
ヲ
維
持
ス
可
カ
ラ
ス
」

「
何
ト
ナ
レ
ハ
此
主
義
蕾
文
明
肚
會
二
適
セ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
茶
毒
ヲ
肚
會
二

流
布
ス
ル
ノ
害
ア
レ
ハ
ナ
リ
」
と
し
、
そ
の
弊
害
の
一
つ
と
し
て
養
子
制
度
を

次
の
よ
う
に
非
難
し
て
い
る
。

　
　
家
名
相
綾
ノ
精
紳
二
於
テ
ハ
宗
阯
ヲ
魚
重
ス
ル
ノ
甚
シ
キ
絡
二
養
子
法
ノ

　
一
起
因
ト
ナ
ル
ニ
至
ラ
ン
夫
レ
養
子
ナ
ル
者
ハ
血
姻
モ
ナ
キ
他
人
ノ
子
ヲ
取

　
リ
域
テ
我
子
ト
ナ
ス
ハ
恰
モ
是
レ
木
二
接
ス
ル
ニ
竹
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ

　
テ
到
底
親
子
ノ
關
係
ハ
完
全
ナ
ラ
サ
ル
ナ
リ
之
ヲ
實
際
二
徴
ス
ル
ニ
多
ク
ハ

　
養
子
ノ
爲
メ
ニ
一
家
ノ
不
和
ヲ
起
シ
或
ハ
風
俗
ヲ
素
猷
シ
親
族
ノ
關
係
ヲ
離

　
間
ス
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
ス
…
…
是
レ
亦
タ
家
名
相
績
二
綾
テ
生
ス
ル
所
ノ
一
害

　
・
ニ
シ
テ
封
建
制
度
ノ
鯨
弊
ト
謂
フ
可
シ
…
…
養
子
ハ
則
チ
情
愛
二
依
テ
相
親

　
ム
モ
ノ
ニ
非
ス
義
務
ヲ
以
テ
相
接
ス
ル
モ
ノ
故
二
情
愛
二
代
ユ
ル
ニ
義
務
ヲ

　
以
テ
ス
是
レ
量
道
理
ノ
許
ス
所
ナ
ラ
ン
ヤ
…
…
世
人
ヲ
シ
テ
爲
メ
ニ
濁
立
ノ

　
氣
カ
ヲ
失
ヒ
從
テ
卑
屈
ノ
醜
界
二
沈
論
セ
シ
ム
ル
ニ
至
ル
彼
ノ
徴
兵
忌
避
ノ

　
如
キ
モ
亦
此
養
子
ノ
習
慣
ヲ
特
ム
ニ
ア
ラ
サ
ル
ハ
莫
シ
（
中
略
）

　
　
然
ラ
ハ
則
チ
養
子
法
ハ
漸
然
塵
ス
可
キ
乎
日
ク
否
ナ
只
之
力
制
限
ヲ
立
ツ

　
レ
ハ
可
ナ
リ
畢
寛
ス
ル
ニ
養
子
法
ハ
家
名
相
練
二
績
蟄
ス
ル
モ
ノ
故
二
其
根

五
八

（
三
一
二
）

　
原
タ
ル
相
績
法
ヲ
改
良
セ
ハ
從
テ
其
枝
葉
ナ
ル
養
子
法
モ
亦
自
カ
ラ
善
良
二

　
嚇
ス
可
キ
ハ
論
ヲ
待
サ
ル
ナ
リ
（
中
略
）
家
名
相
績
ノ
主
義
ヲ
鍵
シ
テ
財
蓬

　
相
綾
ノ
方
法
ヲ
探
揮
セ
ハ
人
心
自
カ
ラ
振
起
シ
テ
風
俗
モ
亦
移
易
シ
從
テ
獺

　
立
ノ
氣
嫁
ヲ
養
成
シ
露
可
シ
ー
…
夫
ノ
養
子
叉
瞼
居
等
ノ
如
キ
風
習
ハ
自
カ

　
ラ
一
洗
シ
テ
我
杜
會
二
留
メ
サ
ル
可
シ
予
輩
ハ
断
シ
テ
日
ハ
ン
相
績
法
ハ
必

　
ス
財
産
相
綾
法
ノ
主
義
ヲ
探
用
ス
ヘ
シ
ト

　
彼
の
所
読
は
、
家
名
相
綾
を
塵
し
て
財
産
相
績
に
し
、
養
子
制
度
の
自
然
浴

滅
を
期
待
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。

　
明
治
十
年
代
の
終
り
に
は
、
國
史
學
者
の
重
野
安
繹
に
よ
つ
て
異
色
あ
る
養

子
反
封
論
が
稜
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
東
京
學
士
朧
雅
誌
」
第
八
編
之
四

に
掲
載
さ
れ
た
「
隠
居
家
督
並
養
子
ノ
弊
害
」
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
三
十
七
頁

に
亙
る
長
論
文
で
あ
る
が
、
養
子
に
關
す
る
部
分
の
要
旨
を
次
に
引
用
し
よ
う
。

　
　
養
子
ハ
漢
土
其
ハ
外
諸
國
二
其
例
ア
ル
事
ナ
レ
ト
モ
、
本
邦
ノ
如
ク
一
般
ノ

　
定
例
ト
ス
ル
ハ
未
タ
聞
及
ハ
ス
、
故
二
…
・
：
本
邦
特
有
ノ
習
俗
ト
云
テ
可
ナ

　
ラ
ン
◎

　
　
凡
ソ
事
例
ハ
世
間
ノ
便
宜
二
因
テ
成
り
立
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
、
浩
習
久
キ
ヲ

　
輕
レ
ハ
、
必
其
弊
害
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
此
二
項
（
隠
居
と
養
子
－
手

　
塚
註
）
ノ
如
キ
モ
多
少
便
宜
ノ
事
由
ア
レ
ハ
コ
ソ
千
百
年
ノ
間
世
二
行
ハ
レ

　
タ
レ
ト
モ
、
今
日
二
在
リ
テ
ハ
便
宜
ハ
諜
キ
テ
弊
害
残
リ
且
其
事
柄
ハ
追
々

　
清
滅
二
赴
ク
モ
其
弊
害
ハ
猶
入
心
二
固
蒼
セ
リ
、
…
…
其
仔
細
ヲ
次
々
二
述

　
ヘ
ソ
。

　
つ
づ
い
て
律
令
時
代
以
降
の
養
子
制
度
の
沿
革
と
、
歴
史
上
に
あ
ら
わ
れ
た

弊
害
を
述
べ
て
い
る
が
、
さ
す
が
歴
史
家
の
筆
に
成
る
だ
け
に
、
こ
の
部
分
の

記
述
は
き
わ
め
て
詳
し
い
。
そ
し
て
最
後
に
一
般
的
な
養
子
の
弊
害
を
次
の
よ



う
に
指
摘
す
る
。

　
　
抑
モ
養
子
ハ
血
統
ヲ
重
ン
ス
ル
爲
カ
ト
云
ヘ
ハ
、
他
姓
ヨ
リ
貰
フ
ナ
レ
ハ

　
血
統
ヲ
重
ソ
ス
ル
ニ
モ
非
ス
、
家
豫
財
産
ヲ
傳
フ
ル
爲
カ
ト
云
ヘ
ハ
、
他
姓

　
／
人
二
之
ヲ
興
フ
ル
ハ
、
俗
二
云
フ
株
ノ
費
買
、
暖
簾
ノ
護
受
同
然
ナ
ラ
ス

　
ヤ
、
先
租
ノ
墓
祭
ヲ
サ
ス
ル
爲
力
、
紳
ハ
不
レ
歓
二
非
類
一
是
モ
畢
寛
無
釜
二

　
蹄
セ
ソ
、
然
ラ
ハ
養
子
ヲ
ス
ル
ハ
、
其
家
其
親
二
釜
ナ
ク
、
又
養
子
二
行
ン

　
ト
思
フ
者
ハ
、
家
隷
財
産
ヲ
望
ム
カ
、
家
柄
ヲ
欲
ス
ル
カ
、
近
來
ニ
テ
ハ
兵

　
役
規
避
ノ
爲
ナ
レ
ハ
、
其
人
大
抵
特
立
不
雍
ノ
精
紳
二
乏
ク
、
物
ニ
タ
ヨ
リ

　
テ
世
二
立
ソ
｝
思
フ
卑
屈
心
ヲ
養
ヒ
成
シ
終
ニ
ハ
其
身
ノ
爲
ニ
モ
ナ
ラ
ス
、

　
　
…
骨
肉
ノ
親
ミ
ナ
ケ
レ
バ
自
然
愛
情
少
ク
、
且
右
ノ
卑
屈
心
ヨ
リ
シ
テ
途

　
二
悪
心
ヲ
生
ス
ル
ニ
モ
至
ル
ベ
シ
、
又
養
子
ノ
母
親
孝
行
ト
テ
世
間
二
言
難

　
ス
例
往
々
有
レ
之
、
是
等
ハ
眼
前
ノ
大
弊
害
ナ
リ
（
中
略
）
。

　
　
人
ノ
功
徳
ヲ
立
、
事
業
ヲ
興
ス
ル
皆
子
孫
ノ
爲
ニ
ス
ル
コ
ト
勿
論
ナ
レ
ト

　
モ
嗣
子
ノ
有
無
ハ
天
賦
ニ
テ
、
天
子
ト
錐
モ
之
ヲ
如
何
ト
モ
ス
ル
コ
ト
能
ハ

　
ス
、
又
血
統
ナ
ク
ハ
男
子
ト
テ
立
分
ケ
ヲ
ナ
ス
ヘ
キ
道
理
ナ
シ
、
我
邦
古
昔

　
ヨ
リ
女
帝
縫
績
ノ
例
モ
ア
リ
…
…
我
古
制
ハ
御
養
子
ト
云
フ
コ
ト
ナ
ク
、
只

　
自
然
ノ
艦
ナ
リ
シ
カ
、
邸
チ
道
理
ノ
至
極
ナ
リ
（
中
略
）
。

　
　
暖
簾
ヲ
譲
レ
ハ
屋
號
ハ
存
ス
ル
ト
モ
、
其
家
ハ
異
ナ
リ
、
株
ヲ
費
渡
セ
ハ

　
其
姓
名
ハ
墜
ラ
ネ
ト
モ
、
其
人
ハ
別
ナ
リ
、
是
デ
モ
門
族
ヲ
重
ン
ジ
家
名
ヲ

　
存
ス
ル
ト
セ
ソ
カ
、
ソ
レ
モ
弊
害
サ
ヘ
ナ
ケ
ヒ
ハ
其
儘
ニ
テ
可
ナ
ラ
ソ
、
今

　
其
弊
害
目
前
ニ
ア
リ
、
且
全
國
進
歩
ノ
障
畷
ヲ
ナ
ス
コ
ト
顯
然
ナ
レ
ハ
、
タ

　
ト
ヒ
先
王
ノ
古
制
奮
法
ト
碓
モ
、
修
改
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
況
ヤ
其
弊
脅
流

　
例
ヲ
ヤ
（
中
略
）
。

　
　
家
ノ
興
亡
ハ
人
ノ
死
生
二
同
シ
、
死
者
ア
レ
ハ
生
者
ア
リ
、
亡
家
ア
レ
ハ

　
　
　
　
明
治
前
期
の
養
子
反
封
論

　
興
家
ア
リ
、
不
幸
ニ
シ
テ
子
ナ
ク
養
子
モ
セ
ス
、
途
二
其
家
絶
エ
タ
リ
ト
テ

　
又
他
ニ
イ
ク
ラ
モ
興
ル
家
ア
リ
、
全
局
ヨ
リ
之
ヲ
観
レ
ハ
、
更
二
差
間
ナ
キ

　
モ
ノ
ナ
リ
、
サ
レ
ド
子
孫
繁
榮
家
運
長
久
ヲ
願
フ
ハ
人
ノ
常
情
、
此
情
願
ヲ

　
途
ン
ト
ナ
ラ
バ
、
　
一
家
輯
睦
シ
テ
、
　
業
ヲ
勉
メ
善
ヲ
行
フ
ヘ
シ
、
　
所
レ
謂

　
所
二
天
・
永
命
，
一
ト
ハ
此
外
二
仕
方
ナ
シ
、
コ
レ
デ
モ
嗣
絶
工
家
亡
ル
コ
ト
ア

　
ル
ハ
命
轍
ニ
シ
テ
人
カ
ノ
及
ハ
ヌ
所
、
イ
カ
ニ
衛
生
シ
テ
モ
、
病
ム
時
ハ
病

　
ミ
、
死
ヌ
ル
期
ニ
ハ
死
ヌ
ル
モ
ノ
、
カ
ノ
養
子
法
ノ
如
キ
ハ
、
既
二
臨
エ
タ

　
ル
命
脈
ヲ
再
ヒ
綾
ン
ト
ス
ル
ニ
均
シ
ク
、
畢
寛
無
理
ナ
仕
事
ユ
エ
、
弊
害
モ

　
随
テ
多
キ
ナ
リ
。

　
養
子
制
度
を
魔
止
し
て
、
家
の
「
興
亡
」
は
自
然
の
「
命
敷
」
に
任
せ
よ
と

す
る
彼
の
所
読
は
、
歴
史
上
に
現
わ
れ
た
養
子
制
度
の
敏
陥
を
論
ず
る
黙
に
特

色
は
あ
る
が
、
財
産
の
相
績
を
い
か
に
す
べ
き
か
の
問
題
に
は
全
く
ふ
れ
て
い

な
い
。
歴
史
家
の
立
場
か
ら
み
た
養
子
制
度
論
に
は
、
お
の
ず
か
ら
一
定
の
限

界
が
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
明
治
十
年
代
の
末
に
襲
表
さ
れ
た
養
子
反
封
論
と
し
て
は
、
光
明
寺

三
郎
、
谷
山
直
太
郎
等
の
「
明
法
雑
誌
」
上
に
お
け
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
前
述
の
．
こ
と
く
青
山
教
授
に
よ
つ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省

略
す
る
。

0

　
明
治
二
十
年
以
降
、
明
治
民
法
施
行
ま
で
の
聞
に
襲
表
さ
れ
た
養
子
反
封
論

と
し
て
、
私
が
現
在
ま
で
に
探
索
し
え
た
も
の
は
、
遺
憾
な
が
ら
わ
ず
か
に
次

の
一
篇
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
三
好
退
藏
（
當
時
・
辮
護
士
）
が
「
太
陽
」
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

治
三
十
年
六
月
號
に
書
い
て
い
る
「
養
子
ノ
害
ヲ
論
ズ
」
で
あ
る
。
三
好
が
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
九
　
　
　
（
三
一
三
）



明
治
前
期
の
養
子
反
封
論

で
に
早
く
養
子
反
封
論
を
獲
表
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
「
民

法
之
骨
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
記
述
と
、
前
掲
「
太
陽
」
所
載
の
論
読
を
比
較

す
る
に
、
か
な
り
重
複
し
た
個
所
が
あ
る
。
彼
が
自
己
の
十
敷
年
前
の
奮
稿
に

手
を
加
え
て
護
表
し
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
時
あ
た
か
も
法
典
調
査
會
に
お

い
て
、
明
治
民
法
親
族
篇
の
編
纂
が
完
成
せ
ん
と
し
て
い
た
頃
で
あ
る
。
彼
は

そ
れ
に
封
す
る
一
牽
制
策
と
し
て
、
自
己
年
來
の
所
信
を
襲
表
し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
彼
の
所
読
は
家
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
凡
ソ
物
の
最
悪
む
べ
く
、
最
厭
ふ
べ
き
も
の
は
東
縛
堅
制
よ
り
甚
き
は
な

　
し
…
…
抑
習
慣
の
束
縛
墜
制
は
干
種
萬
類
枚
撃
す
る
に
邊
あ
ら
ず
と
難
ど

　
も
、
其
最
文
明
に
害
あ
る
も
の
は
養
子
よ
り
甚
き
は
な
し
（
中
略
）
。

　
　
惟
ふ
に
父
母
の
常
情
堂
に
其
見
の
膝
下
に
群
を
成
す
を
欲
せ
ざ
ら
ん
や
、

　
叉
量
に
其
見
の
成
立
各
家
を
成
す
を
願
は
ざ
ら
ん
や
、
唯
其
見
を
撃
る
多
き

　
者
は
、
鞠
育
の
螢
に
耐
へ
ざ
る
が
爲
め
に
無
知
の
嬰
見
を
塁
て
之
を
人
に
與

　
へ
、
未
曾
て
知
ら
ざ
る
の
男
女
を
張
て
父
母
と
呼
ば
し
む
。
而
し
て
其
見
の

　
年
稽
長
ず
る
に
及
び
、
爲
さ
ん
と
欲
す
る
所
あ
る
も
、
養
家
の
風
格
は
容
易

　
に
破
る
可
ら
ず
、
養
父
母
の
氣
色
は
筍
も
傷
ふ
可
ら
ず
…
…
養
父
母
の
能
く

　
憎
理
を
辮
す
る
あ
り
、
養
子
の
爲
さ
ん
と
欲
す
る
所
を
爲
さ
し
め
、
學
ば
ん

　
と
欲
す
る
所
を
學
ば
し
め
、
時
間
を
與
へ
、
學
資
を
給
し
、
其
意
の
如
く
な

　
ら
し
む
れ
ば
、
養
子
の
幸
稿
復
た
加
ふ
べ
き
も
の
な
き
が
如
し
と
錐
ど
も
、

　
其
學
業
漸
く
成
り
．
身
を
立
て
事
を
爲
す
に
當
て
、
一
た
び
内
に
顧
み
れ
ば

　
則
養
家
の
父
母
親
族
あ
り
、
實
家
の
父
母
兄
弟
姉
妹
あ
り
、
一
は
則
天
賦
自

　
然
の
情
、
之
を
絶
つ
能
は
ず
、
一
は
則
鞠
育
給
與
の
恩
、
之
を
忘
る
可
ら
ず
、

　
一
身
を
以
て
四
人
の
父
母
に
奉
じ
、
一
力
を
以
て
爾
家
の
親
戚
故
藤
を
救
は

　
ざ
る
を
得
ず
、
且
つ
義
に
厚
く
し
ー

、
實
に
薄
く
す
る
は
習
慣
の
然
ら
し
む
る

六
〇

（
三
一
四
）

所
な
れ
ば
、
養
子
た
る
者
は
養
家
を
重
じ
て
賓
家
を
輕
じ
、
骨
肉
自
然
の
清

　
を
忍
で
、
鞠
育
給
興
の
恩
を
報
ぜ
ざ
る
可
ら
ず
、
何
ぞ
其
不
幸
な
る
や
（
中

略
）
。

　
　
子
な
き
の
夫
婦
に
し
て
、
其
親
族
に
非
ら
ざ
る
男
女
を
養
子
女
と
爲
す
に

至
て
は
、
余
其
何
の
心
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
、
試
に
思
へ
、
世
の
養
子
女

た
る
も
の
俗
に
所
謂
切
て
も
切
れ
ざ
る
親
族
な
れ
ば
、
家
名
を
繊
承
す
る
の

義
務
あ
る
べ
く
、
財
産
を
保
護
す
る
の
情
誼
も
あ
る
べ
け
れ
ば
、
自
ら
養
家

　
の
爲
め
に
義
務
を
墨
し
養
父
母
に
孝
養
す
る
を
以
て
其
任
と
な
す
ぺ
し
と
錐

ど
も
、
筍
も
無
縁
他
姓
の
も
の
な
ら
ん
に
は
、
固
よ
り
養
家
に
封
す
る
義
務

な
く
、
叉
情
誼
な
け
れ
ば
、
唯
自
己
の
利
害
如
何
を
顧
み
る
は
蓋
し
世
間
普

通
の
人
情
な
ら
ん
、
宜
な
る
哉
世
の
養
父
母
或
は
老
後
の
安
樂
を
得
ん
と
欲

　
し
て
翻
て
憂
苦
悲
歎
に
階
り
、
或
は
家
名
財
産
を
保
護
せ
ん
と
欲
し
て
、
養

子
の
爲
め
に
家
を
亡
し
産
を
失
ふ
も
の
あ
る
や
…
…
焔
々
天
下
家
名
財
産
の

相
績
人
を
求
む
る
に
汲
々
と
し
て
、
壼
を
失
ひ
家
を
亡
す
の
麗
あ
る
こ
と
を

思
は
ざ
る
は
他
な
し
、
養
子
の
脅
慣
其
思
想
を
束
縛
し
て
自
ら
知
ら
ざ
る
の

因
て
致
す
所
な
り
。
今
や
斌
會
百
般
の
事
皆
醤
を
去
て
新
に
就
く
、
掲
り
養

子
の
脅
慣
量
に
之
を
永
遠
に
維
持
す
る
こ
と
を
得
ん
や
、
鳴
呼
世
の
夫
婦
子

　
な
き
も
の
何
ぞ
養
子
の
外
別
に
其
家
名
財
産
を
安
全
に
保
護
す
る
の
方
を
思

　
は
ざ
る
や
、
又
何
ぞ
限
々
、
開
て
漱
米
各
國
を
津
観
し
、
其
國
民
が
財
産
を
墨

　
て
公
釜
事
業
の
資
本
に
供
し
、
名
を
後
世
に
垂
れ
徳
を
千
載
に
遣
す
も
の
あ

　
る
に
倣
は
ざ
る
や
。

養
子
を
「
束
縛
墜
制
」
の
制
度
と
し
て
、
つ
よ
い
態
度
で
排
撃
論
を
展
開
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
子
供
な
ぎ
場
合
の
財
産
の
相
綾
を
ど
の

よ
う
に
す
べ
き
か
。
そ
、
れ
に
つ
い
て
は
「
公
釜
事
業
」
へ
の
寄
附
を
述
べ
て
い



る
が
、
こ
れ
は
特
例
と
み
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
一
般
的
具
膿
策
に
論
及
し
て
い

な
い
。
民
法
典
が
愈
々
施
行
さ
れ
る
頃
と
も
な
れ
ば
、
養
子
反
封
論
も
箪
に
反

封
の
理
由
の
み
を
述
べ
る
に
止
ま
ら
ず
、
財
産
相
績
の
方
法
と
相
關
連
し
て
さ

ら
に
ふ
か
く
法
律
上
い
か
に
す
べ
き
か
を
論
じ
な
け
れ
ば
、
読
得
力
に
乏
し
か

つ
た
で
あ
ろ
う
。○

　
最
後
に
青
山
教
授
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
所
論
を
こ
こ
で
い

ま
一
度
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
教
授
が
典
擦
と
し
て
お
ら
れ
る
彼
の
所
読
を

次
に
掲
げ
よ
う
（
ゴ
ヂ
の
部
分
は
、
教
授
の
引
用
に
は
省
略
さ
れ
て
い
る
個
所

で
あ
る
）
。

　
　
鼓
二
又
譲
渡
ノ
他
種
ア
リ
印
チ
養
子
是
ナ
リ
。
今
其
ノ
読
ヲ
掲
ク
ベ
シ
。

　
何
ト
ナ
レ
バ
印
度
ハ
別
ナ
リ
ト
錐
ト
モ
其
ノ
他
ノ
諸
國
二
於
テ
ヨ
リ
モ
日
本

　
ニ
テ
養
子
ヲ
爲
ス
事
殊
二
多
ケ
レ
バ
ナ
リ
。

　
　
印
度
ニ
ハ
養
子
二
十
二
種
ア
リ
、
然
レ
ト
モ
己
レ
ノ
生
、
・
・
シ
正
當
ノ
子
ヲ

　
有
ス
ル
者
ハ
決
シ
テ
養
子
ヲ
爲
ス
ヲ
得
ス
。
是
レ
叉
希
縢
二
於
テ
モ
同
様
ナ

　
リ
。
猫
リ
其
ノ
異
ル
所
ハ
女
子
ノ
ミ
ヲ
有
ス
ル
者
ナ
レ
ハ
女
子
ノ
婿
ヲ
以
テ

　
其
養
子
ト
爲
ス
ヲ
得
ル
ニ
在
リ
、
羅
馬
ニ
テ
モ
亦
正
當
ノ
子
（
男
子
或
ハ
女

　
子
）
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
他
人
ナ
リ
親
族
ナ
リ
之
ヲ
養
子
ニ
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
。

　
　
法
朗
西
二
於
テ
革
命
前
ハ
假
令
ヒ
其
ノ
子
ヲ
有
セ
ザ
ル
者
ニ
テ
モ
決
シ
テ

　
養
子
ヲ
爲
ス
ヲ
得
ス
。
今
目
ハ
子
ヲ
有
セ
サ
ル
者
三
限
リ
テ
養
子
ヲ
爲
ス
ヲ

　
得
ヘ
シ
。
然
レ
ト
モ
養
父
タ
ル
者
ハ
五
十
歳
以
上
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
蓋
シ

　
五
十
歳
以
後
ハ
子
ヲ
設
ク
ル
事
殆
ン
ト
稀
レ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
。
（
中
略
）

　
　
然
レ
ド
モ
子
ヲ
有
セ
ズ
シ
テ
猶
父
母
ヲ
有
ス
ル
者
ハ
能
ク
養
子
ヲ
爲
ス
ヲ

明
治
前
期
の
養
子
反
封
論

　
得
ベ
シ
。
而
シ
テ
此
養
子
ハ
父
母
ヲ
除
却
シ
テ
相
練
ヲ
爲
ス
。
鼓
ニ
テ
ハ
是

　
レ
養
子
ス
ル
ノ
灌
利
ノ
爲
メ
ニ
子
タ
ル
ノ
職
分
ヲ
犠
牲
ト
爲
セ
シ
ナ
リ
。
然

　
レ
ト
モ
五
＋
歳
以
上
ノ
者
ニ
シ
テ
猫
ホ
其
ノ
父
母
ヲ
有
ス
ル
ハ
甚
タ
稀
レ
ノ

　
事
ナ
リ
。
（
中
略
）

　
　
日
本
ニ
テ
ハ
法
ニ
テ
モ
慣
習
ニ
テ
モ
子
ヲ
有
ス
ル
者
二
養
子
ヲ
禁
セ
シ
コ

　
ト
ナ
カ
ル
ベ
シ
。

　
　
余
ノ
私
読
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
叉
タ
上
文
ノ
諸
法
二
從
フ
モ
児
レ
性
法
二
背
戻

　
セ
シ
事
ナ
リ
。

　
　
如
此
ノ
養
子
ハ
「
イ
ン
デ
ゥ
ー
」
宗
法
二
因
ル
モ
親
愛
自
然
ノ
需
要
二
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
ル
モ
叉
タ
理
財
ノ
要
領
二
從
フ
モ
之
ヲ
辮
解
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ヘ
シ
。

　
青
山
教
授
は
こ
の
議
論
を
「
養
子
制
反
劃
の
所
論
」
と
み
て
、
そ
の
「
見
解

が
、
ど
れ
程
の
影
響
を
我
國
法
學
界
に
與
へ
た
か
は
固
よ
り
到
然
と
し
な
い
。

併
し
次
に
述
べ
る
法
曹
の
見
解
と
の
聞
に
、
一
脈
の
連
絡
の
跡
を
辿
る
こ
と
も

出
來
無
い
と
は
漸
言
し
得
ぬ
や
う
に
思
は
れ
る
」
と
し
、
前
に
掲
げ
た
「
明
法

礁
」
に
存
晃
明
寺
三
響
の
華
鋳
論
騙
及
さ
れ
て
い
る
の
墓

る
。
教
授
は
ま
た
別
の
機
會
に
「
本
來
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
自
然
法
論
者
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

養
子
制
度
に
は
反
封
だ
つ
た
の
で
あ
る
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
果
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
養
子
制
度
そ
の
も
の
に
反
封
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
彼
の
前
掲
所
論
は
、
か
な
ら
ず
し
も
明
白
な
表
現
の
醗
謬
と
は
い

え
な
い
が
「
日
本
ニ
テ
ハ
…
…
子
ヲ
有
ス
ル
者
二
養
子
ヲ
禁
セ
シ
事
ナ
カ
ル
ヘ

シ
」
「
是
レ
性
法
二
背
戻
セ
シ
事
ナ
リ
」
と
あ
る
黙
が
、
議
論
の
中
心
で
あ
つ

た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
子
供
を
有
す
る
者
に
も
な
お
養
子
を
す
る

こ
と
を
み
と
め
た
從
來
の
わ
が
制
度
（
例
え
ば
仕
分
養
子
）
を
非
難
し
た
の
で

あ
っ
て
、
決
し
て
養
子
制
度
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
と

六
一

（
一
一
二
五
）



明
治
前
期
の
養
子
反
封
論

す
れ
ば
、
彼
は
養
子
制
度
の
改
正
論
者
で
は
あ
る
が
、
反
封
論
者
で
は
な
か
つ

た
の
で
あ
る
。
彼
の
別
の
著
書
僑
、
は
明
ら
か
に
「
夫
レ
養
子
ハ
性
法
二
適
ス
ル

乎
然
リ
。
世
間
ニ
ハ
子
ヲ
設
ク
ル
ヲ
欲
ス
ト
誰
モ
能
ハ
サ
ル
者
ア
リ
。
故
二
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ナ
キ
者
ノ
養
子
ヲ
爲
ス
ハ
決
シ
テ
性
法
二
反
ス
ル
コ
ト
ニ
非
サ
ル
可
シ
」
と
い

つ
て
い
る
。
さ
れ
ば
彼
の
指
導
下
に
、
そ
の
門
下
生
が
編
纂
し
た
奮
民
法
人
事

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

篇
第
一
豊
案
第
一
九
八
條
が
「
自
家
二
正
出
若
ク
ハ
庶
出
ノ
子
孫
叉
ハ
養
子
ア

　
　
　
（
％
）

ル
者
ハ
特
許
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
養
子
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
但
シ
婚
姻
又
ハ
邊

囑
二
由
ル
緻
組
ハ
此
例
二
在
ラ
ス
」
と
規
定
し
、
婚
姻
に
由
る
縁
組
（
婿
養
子
）

と
遺
囑
に
由
る
縁
組
（
遺
言
養
子
）
の
例
外
を
除
き
、
他
の
場
合
に
は
原
則
と

L
て
子
供
あ
る
者
の
蕎
子
縁
組
を
禁
じ
た
こ
と
は
ま
た
故
な
し
と
し
な
い
。

　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
養
、
子
論
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
私
は
、
彼
を
養
子
反
封

論
者
と
さ
れ
る
青
山
教
授
の
所
見
に
は
置
憾
な
が
ら
賛
成
し
え
な
い
の
で
あ

る
。
し
た
が
つ
て
彼
の
所
読
と
、
光
明
寺
三
郎
、
谷
山
直
太
郎
等
の
養
子
反
封

論
i
か
れ
ら
は
フ
ラ
ソ
ス
法
學
。
派
の
人
々
で
は
あ
つ
た
が
ー
と
は
關
係
が

な
か
つ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

○

　
以
上
は
明
治
初
期
以
來
、
明
治
民
法
施
行
以
前
の
養
子
反
野
論
を
、
年
代
順

を
追
つ
て
た
だ
羅
列
的
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
よ
り
分
量
的
に
は
き
わ

め
て
不
十
分
で
あ
り
、
大
方
の
御
示
教
を
待
つ
と
共
に
、
私
自
身
も
な
お
將
來

の
探
索
を
期
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
程
度
の
分
量
で
も
、
當
時
、
多
く
の

新
聞
人
、
英
法
系
、
佛
法
系
の
學
者
、
法
律
實
務
家
、
國
史
家
等
、
各
方
面
の

人
々
に
よ
つ
て
養
子
反
劉
論
が
主
張
さ
れ
た
歌
況
は
到
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
奮

民
注
の
註
羅
書
（
、
あ
る
「
民
注
正
義
」
に
「
我
邦
二
於
テ
ハ
蕾
二
近
時
泰
西
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
　
（
ヨ
一
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

學
読
二
依
リ
此
制
度
ヲ
非
難
ス
ル
學
者
ノ
輩
出
セ
シ
ノ
、
ミ
ナ
ラ
ス
云
々
」
と
あ

り
、
明
治
民
法
施
行
後
、
初
期
の
註
羅
書
で
あ
る
掛
下
重
次
郎
著
「
民
法
親
族

篇
講
義
」
に
「
吾
邦
ニ
テ
ハ
…
…
養
子
制
度
ハ
近
來
釜
々
其
弊
多
キ
カ
爲
メ
寧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鰺
）

ロ
之
ヲ
禁
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
ル
ノ
論
者
ナ
キ
ニ
ア
ヲ
ス
ト
雛
ト
モ
云
々
」
と
い
う

の
は
、
い
ず
れ
も
こ
う
し
た
事
實
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

養
子
反
封
論
が
、
明
治
民
法
の
施
行
に
よ
つ
て
急
速
に
そ
の
影
を
ひ
そ
め
た
の

は
何
故
か
ー
あ
た
か
も
そ
れ
は
明
治
憲
法
の
制
定
に
よ
つ
て
目
由
民
灌
蓮
動

が
辿
つ
た
運
命
に
も
似
て
い
る
ー
ー
こ
れ
は
明
治
史
全
般
の
推
移
と
相
關
連
し

明
治
法
學
史
の
重
要
な
る
一
課
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
は
た
だ
資
料
の

紹
介
に
と
ど
め
、
そ
の
問
題
の
考
察
は
、
資
料
の
完
煽
を
期
し
て
、
將
來
の
機

會
に
待
ち
た
い
。

（
1
）

（
2
）

　
青
山
道
夫
「
我
國
に
お
け
る
養
子
制
度
否
認
論
」
法
學
志
林
・
第
四

〇
審
一
號
（
昭
和
一
三
年
）
五
六
頁
以
下
、
後
ち
に
そ
れ
を
若
干
訂
正

さ
れ
た
も
の
が
「
我
國
に
お
け
る
養
子
反
封
論
に
つ
い
て
」
と
し
て
同

氏
著
「
家
族
」
（
現
代
生
活
群
書
・
昭
和
一
七
年
）
及
び
「
目
本
家
族
制

度
の
研
究
」
（
昭
和
二
二
年
）
等
に
所
牧
さ
れ
て
い
る
。

　
青
山
教
授
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
養
子
反
封
論
の
典
援
を
、
「
性
法
講

義
」
の
一
部
に
あ
り
と
し
て
、
そ
れ
を
覆
刻
し
た
明
治
文
化
全
集
法
律

編
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
・
家
族
・
二
一
五
頁
）
。
教
授
の
最

近
の
著
書
「
養
子
」
（
法
學
理
論
編
）
　
に
お
い
て
も
、
　
こ
の
黒
は
攣
っ

て
い
な
い
（
八
二
頁
）
。
と
こ
ろ
が
、
實
は
教
授
が
引
用
さ
れ
て
い
る
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
の
原
文
は
「
性
法
講
義
」
の
一
節
で
は
な
く
、
ポ
ア
ソ
ナ

！
ド
稿
井
上
操
謬
「
相
綾
論
」
（
薯
司
法
省
圖
書
諮
藏
・
宥
本
）
の
一
節

で
あ
る
。
前
揚
丈
化
全
集
に
は
「
性
法
講
義
」
（
、
抄
）
の
後
に
附
録
と
し



（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
4

て
そ
れ
を
掲
げ
て
い
る
。
雨
者
は
別
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
同

全
撃
、
の
解
題
に
は
明
ら
か
に
そ
の
こ
と
を
蓮
べ
て
い
る
・
二
八
頁
）
、

全
集
本
丈
の
酔
い
か
の
個
所
は
附
録
の
部
分
ま
で
全
て
「
性
法
講
義
抄
」

に
な
つ
て
い
る
。
そ
れ
が
た
め
に
「
相
績
論
」
も
ま
た
「
性
法
講
義
」

の
一
部
で
あ
る
か
の
ご
と
ぎ
印
象
を
う
け
る
。
青
山
教
授
の
誤
解
の
庫

因
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
前
揚
・
家
族
二
一
二
〇
頁
。

　
前
撮
書
二
二
三
頁
。

　
田
邊
忠
男
「
明
治
丈
化
の
砺
究
・
妾
の
慶
止
と
一
夫
一
婦
制
の
布
告

案
外
二
件
」
法
律
春
秋
第
二
巻
七
號
（
昭
和
二
年
）
　
一
四
頁
。
な
お
、

田
邊
氏
は
伺
・
指
令
の
出
典
を
明
記
し
て
お
ら
れ
な
い
。

　
「
華
士
族
卒
民
互
二
養
子
取
組
不
苦
」
の
太
政
官
布
告
（
第
二
七
號
）

が
出
た
の
は
六
年
一
月
二
十
二
日
で
あ
る
か
ら
、
當
時
の
太
政
官
は
養

子
養
女
の
禁
止
な
ど
は
毛
頭
考
え
て
い
な
か
つ
た
に
ち
が
い
な
い
。
從

つ
て
、
司
法
省
伺
に
甥
し
て
拒
絶
的
指
令
を
爽
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
明
治
八
年
十
月
、
末
廣
鐵
膓
が
朝
野
新
聞
に
入
杜
し
て
か
ら
は
、
成

島
柳
北
は
主
と
し
て
雑
録
を
搬
當
し
、
鐵
膓
が
主
と
し
て
論
説
を
旛
當

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
　
（
末
鹿
鐵
膓
「
新
聞
経
歴
談
」
・
明
治
文
化
全

集
・
新
聞
篇
五
六
頁
）
。
し
か
し
本
文
に
引
用
し
た
三
月
十
九
日
號
の
投

書
の
前
書
ぎ
に
「
其
論
或
ハ
前
編
輯
長
ノ
意
ヲ
補
フ
ア
ラ
ソ
ト
之
ヲ
本

日
ノ
論
説
中
二
掲
載
セ
リ
」
と
あ
る
か
ら
、
養
子
論
は
「
前
編
輯
長
」

す
な
わ
払
、
柳
北
の
筆
に
成
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　
永
田
新
之
允
「
小
野
梓
」
二
二
六
頁
、
西
村
眞
次
「
小
野
梓
傳
ご
一

七
六
頁
。
因
み
に
門

呂
本
之
法
律
」
第
四
巻
三
號
ρ
明
治
二
五
年
）
の

明
治
前
期
の
養
子
反
封
論

（
9
）

（
1
0
）

デヘ　　ハ

1211
」　　鵯）

（
1
3
）

ハ　　　ハ　　　のへ　　　ずヘ　　　ハ

18　17　16　15　14
’ノ　　　　、）ノ　　　）

鶏
）

論
説
「
養
子
制
度
の
可
否
を
論
議
す
」
は
「
民
法
之
骨
」
の
養
子
反
封

論
に
反
駁
し
て
「
民
法
の
制
定
者
が
養
子
の
制
慶
を
保
存
せ
る
を
嘉

す
」
（
七
頁
）
と
、
薔
民
法
を
擁
護
し
て
い
る
。

　
明
治
丈
化
全
集
・
難
誌
編
・
三
三
七
頁
ー
三
三
八
頁
。

　
法
律
志
叢
・
第
三
六
號
（
一
四
年
二
月
）
二
四
頁
以
下
、
第
三
八
號

（
同
年
三
月
）
二
二
頁
以
下
。

　
明
法
志
林
・
第
八
三
號
（
一
七
年
九
月
）
三
四
七
頁
以
下
。

　
明
法
難
誌
・
第
四
號
（
一
八
年
二
月
）
一
頁
以
下
。
こ
の
論
丈
は
後

ち
に
「
日
本
大
家
論
集
」
（
一
コ
年
四
月
）
第
一
一
編
二
二
頁
以
下
に
韓

載
さ
れ
て
い
る
。

　
東
京
學
士
院
難
誌
・
第
八
編
之
四
（
一
九
年
四
月
）
一
頁
以
下
。
な

お
、
こ
の
論
交
は
、
後
ち
に
多
少
修
正
さ
れ
て
史
學
薙
誌
・
第
八
巻
八

號
（
三
〇
年
八
月
）
及
び
第
九
巻
七
號
（
三
一
年
七
月
）
に
も
蓮
載
さ

れ
て
い
る
。

　
太
陽
・
第
三
巻
コ
ニ
號
（
三
〇
年
六
月
）
一
頁
以
下
。

　
明
治
丈
化
全
集
・
法
律
編
・
五
二
六
頁
。

　
前
揚
・
家
族
・
二
ニ
ニ
頁
、
一
二
五
頁
。

　
前
掲
・
養
子
・
七
八
頁
。

　
ボ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
ロ
蓮
・
加
太
邦
憲
筆
記
「
法
律
大
意
講
義
」
（
明
治
一

三
年
）
二
六
頁
。
な
お
谷
田
貝
三
郎
「
身
分
法
に
お
け
る
普
遍
性
と
特

殊
性
i
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
身
分
法
論
の
同
顧
」
同
志
祉
法
學
・
第
二

五
號
一
七
頁
参
照
。

　
善
民
法
人
事
篇
の
第
一
草
案
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
明
治
二
十
三
年
民

法
に
お
け
る
戸
主
梅
」
9
本
誌
第
二
六
巻
一
っ
號
六
頁
以
下
滲
照
。
」
．
犠

六
三

（
三
一
七
）



（
2
0
）

（　　（

2221
）　　＼ノ

後
記

　
明
治
前
期
の
養
子
反
到
論

糎
、
當
時
の
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
庶
出
子
を
有
す
る
者
の
養
子
縁
組
は
禁

じ
て
い
な
い
か
ら
（
三
四
三
條
）
、
わ
が
草
案
の
方
が
よ
り
嚴
格
主
義
を

採
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
特
許
を
み
と
め
る
一
例
と
し
て
は
、
實
子
が
失
踪
し
て
生
死
不
明
の

場
合
を
豫
想
し
て
い
た
（
民
法
草
案
人
事
篇
理
由
書
下
巻
第
七
章
・
七

枚
目
糞
）
。

　
民
法
正
義
・
人
事
編
巻
之
壼
（
下
）
・
九
五
頁
。

　
掛
下
重
次
郎
著
「
民
法
親
族
篇
講
義
」
（
明
治
法
律
學
校
版
）
・
二
一

〇
頁
。
同
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
法
曹
會
決
議
が
明
治
三
十
四
年
頃
ま

で
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
刊
行
の
年
は
そ
の
頃
と
推
定
さ
れ

る
っ　
資
料
の
韓
篇
そ
の
他
に
つ
い
て
法
學
部
副
手
向
井
健
君
の
援
助
を
う

け
た
。
記
し
て
そ
の
勢
を
感
謝
す
る
。

六
四

（
三
一
八
）


